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静 岡 商 工 会 議 所 報［シング］
2019年10月1日発行　第115号（毎月1日発行）

大
規
模
工
場
長
と
の

意
見
交
換
会

今川さんぽ「IAIスタジアム日本平」

表紙写真提供：㈱エスパルス

富士山を望む清水日本平運動公園内に造られたサッカー専
用スタジアム。収容人数は19,695人で、ピッチのコンデン
ション管理が良く、Ｊリーグベストピッチ賞を数多く受賞して
います。清水エスパルスのホームスタジアムで、ピッチと観客
席の距離が近いため、臨場感は抜群。エスパルスのチームカ
ラーであるオレンジに
染まったスタジアムの
情景は圧巻です。現
在、ネーミングライツに
より『IAIスタジアム日
本平（略称アイスタ）』
と呼ばれています。 表紙写真提供：㈱エスパルス

本平（略称アイスタ）』
と呼ばれています。

※今川義元公生誕五百年祭の本年、今川さんが静岡のホットスポットを訪問します。



産業・情報プラザをご活用ください！
インキュベーションオフィス（創業者育成室） 起業家の入居を募集中！

貸会議室もご用意しております。
お気軽にお問い合わせください。

３
F

・・完全個室型  ・・空調（冷暖房）個別対応  ・・インターネットＬＡＮ回線（無料）  ・・３６５日、２４時間使用可能
【入居期間】 最長３年間　【入居中の費用】 室料 12,760円～／月、電気料、駐車場料
【入居条件】・創業５年以内  ・・新分野への進出  ・・創業計画中

社内研修や講演会等にご利用
いただけます。また、貸し出し
可能なパソコンもご用意して
おり、インターネットを使用する研修会も開催できます。

会議室1
少人数での打ち合わせや会議にご利用いただけます。

研修室1・2

創業者育成室（完全個室型 全32部屋）

会議室2
少人数での打ち合わせや研修会の講師控室等にご利用いただけます。

◎入居審査会（書類・面接）があります。

◎公共施設ですので、営利目的や公の秩序等を害する使用はできません。◎利用希望日の14日前までに申込み手続きが必要です。
※金額はすべて税込です。

■各部屋料金　★Wi-Fi使えます

研修室1・2（定員50名）

研修室2（定員20名）

研修室1（定員30名）

7,850円
3,140円
4,710円
9：00～12：00時間帯部　屋

10,460円
4,180円
6,280円

13：00～17：00

7,850円
3,140円

会議室2（定員 8名）

会議室1（定員15名）

620円
3,140円

830円
4,180円

620円
3,140円

4,710円
18：00～21：00

■設備（特殊機器）使用料
・パソコン1台（1時間）100円
・ビデオプロジェクター（1時間）
　研修室1：1,040円
　研修室2： 520円

▲会議室1

６・７
F

★Wi-Fi使えます

静岡市清水産業・情報プラザ 指定管理者：静岡商工会議所
※第3日曜日・祝祭日・年末年始は休館日です。

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17　TEL 054-355-5400　FAX 054-352-7817　E-mail：info@siip.jp　URL：https://www.siip.jp

インキュベーションオフィス（創業者育成室） 起業家の入居を募集中！

県内各地で対応しています!私たちが、ご支援します。
チーフコーディネーター
塚本 晃弘（経営戦略・経営改善）

コーディネーター
秋田 満彦（経営改善・資金繰り）西部担当
竹島 寿夫（創業支援・企業再生）中部担当
石川 静雄（経営改善・資金繰り）東部担当

コーディネーター
杉山 浩之（販売促進・マーケティング）
佐野 佑生（ウェブマーケティング・ウェブ広告）
山堀 圭太郎（販路拡大・ブランディング）
鈴木 宣二（経営力強化・現場改善）
竹内 康博（経営革新・人事労務）

コーディネーター
森山 直徳（販売促進・広告戦略）
鈴木 賢一（経営革新・創業支援）
石川 茂吏（法律全般）
小林 千春（グラフィックデザイン・ウェブデザイン）
長谷川 徹（IoT等導入・生産性向上・原価管理）

売り上げアップを目指す経営者、NPO法人等及び創業ご希望の皆様、

よろず支援拠点では、中小企業診断士・社会保険労務士・販売士・弁護士・マーケティング企業経営者
等の専門家が、「販路開拓・新商品を開発しようとする企業」「広報戦略・広告デザインを検討している企業」
「IT活用で生産向上を目指す企業」「独立して新たに創業を目指している人」などを納得の行くまで支援します。

個別相談は勿論のこと、5名程度のミニゼミ等による課題解
決にも対応します。

9：00～12：00、13：00～17：00



静岡の経済指標　２０１9年9月発表データ
静岡のマーケットの動きを把握するため参考になる数値を紹介します。

静岡市人口（葵区）９月

静岡市人口（駿河区）９月

静岡市人口（清水区）９月

静岡市人口（合計）９月

静岡県百貨店販売額７月

静岡県乗用車（新車）登録台数８月

静岡県新設住宅着工戸数７月

清水港輸出総額７月

ハローワーク静岡  新規求人数７月

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

２４９,１８９人

２１０,７３４人

２３１,５８６人

６９１,５０９人

６３．１５億円

６,０１５台

１,８２１戸

１,８３８.０４億円

４,０８２人

１０４,８８５世帯

９４,０６３世帯

９５,７９５世帯

２９４,７４３世帯

２７１億円

９８９台

３００.３６億円

８３２.０４億円

２,１６２人

静岡市世帯数（葵区）９月

静岡市世帯数（駿河区）９月

静岡市世帯数（清水区）９月

静岡市世帯数（合計）９月

静岡県スーパー販売額７月

静岡県貨物車（新車）登録台数８月

静岡県公共工事請負金額８月

清水港輸入総額７月

ハローワーク清水  新規求人数７月

出典：人口＝静岡市、百貨店・スーパー販売額＝経済産業省、登録台数＝日本自動車販売協会連合会、住宅着工戸数＝静岡県、公共工事請負金額＝東日本建設業保証㈱、清水港貿易＝名古屋税関、求人数＝静岡労働局

＋８８１世帯

＋６３０世帯

＋４９０世帯

＋２,００１世帯

－１１．９１億円

＋１８５台

＋１６.７９億円

－７７.１９億円

＋７９人

－１,１７２人

－８１２人

－２,３０３人

－４,２８７人

－６．０７億円

＋９９台

－４８８戸

＋２５５.３８億円

－４６０人

※「Sing」は、静岡のS、現在進行形ingを組み合わせ、商工会議所が前進し、
　明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

2019年10月1日発行 第115号（毎月1日発行）

・第34回日・タイ友好長政まつり(静岡浅間通り商店街)

・客船「ウエステルダム」入港(清水港)

　

　

　

　

・第217回珠算検定・第127回暗算段位認定試験

・Excelの中級テクニックとネットワークを利用した社内データの共有の方法(10/11・17 清)
・七日市(入江商店会)

・マル経資金説明相談会(静・清)　・WEB活用・情報化相談(静・清)　・創業支援相談会(清)
・経営塾公開講座「結果を出すリーダーを育てる」(清)　・昼の芸妓の踊り鑑賞会(待月楼)
・法律相談会(静)　・経営分析セミナー(清水テルサ)
・キャリア形成支援事業(静岡女子高校)
・税務相談会(静)
・第43回福祉住環境コーディネーター検定試験申込締切日
・創業ステップアップ講座①(清)
・第36回三保羽衣薪能(三保羽衣の松前)

・後継なんでも相談会(静)
・客船「ル・ラペールズ」初入港(清水港)

・第153回簿記検定試験申込受付開始(～10/18)　・安倍の市(静岡浅間通り商店街)
・第27回環境社会〈eco〉検定試験申込受付開始(～11/1)
・デザイン相談会(静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター)
・県信用保証協会経営相談会(静)　・茶祖聖一国師秋季祭典(国師堂)
・第３回会員交流ゴルフ大会(藤枝ゴルフクラブ)
・キャリア形成支援事業(静岡農業高校)　・客船「セレブリティ・ミレニアム」入港(清水港)
・2019駿府秋のわくわく祭(～10/20 静岡市内)
・2019駿府秋のわくわく祭オープニングセレモニー(JR静岡駅北口地下広場)

・第110回常議員会(静)　・税務相談会(清)
・後継なんでも相談会(清)

・第13回清水港マグロまつり2019
・第19回清水港興津フェア

・マル経資金説明相談会(静・清)　・司法書士相談会(静)　・労務・特許相談会(清)
・一日公庫(清)　・デザイン相談会(静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター)　・健康相談(静)
・ビジネススクール⑧リーダーシップ研修(静)　・客船「飛鳥Ⅱ」入港(清水港)

・銀ぶらマルシェ(清水駅前銀座)
・客船「シルバー・ミューズ」初入港(清水港)
・「売れるＰＯＰセミナー」(静岡第一ホテル)
・許認可・著作権相談会(静)

・労務相談会(静)　・キャリア形成支援事業(清水桜が丘高校)
・キャリア形成支援事業・学年成果報告会(静岡東高校)

・経営塾公開講座「顧客の心を掴むプレゼン術」(清)　・法律相談会(清)
・マル経資金説明相談会(静・清)　・WEB活用・情報化相談会(清)
・臨時議員総会・第111回常議員会・第52回議員懇談会(静)
・法律相談会(静)　・異業種交流会視察会(藤枝市)

・鷹の市＆駿府市(鷹匠1丁目発展会・駿府町1区発展会)
・昼の芸妓の踊り鑑賞会(大花)

・おもてなし規格認証 認証式(静)
・女性会一般公開セミナー「粋に生きたい！」(江﨑ホール)

・税務相談会(静)　・帆船「日本丸」入港(清水港 10/26,29船内見学）
・第46回ビジネス実務法務検定試験申込締切日　・徳川みらい学会第４回講演会(ユーフォニア)
・海のみらい静岡友の会・フィールドワーク(～10/26 久能山・久能海岸周辺)

・後継なんでも相談会(静)　・発明・特許相談会(静)
・第17回しんきんビジネスマッチング静岡2019(ツインメッセ静岡)
・客船「バイキング・オリオン」入港(清水港)

・七間町青空市(～10/20 七間町名店街)　・紺屋町クラフト市(～10/20 紺屋町名店街)
・昼の芸妓の踊り鑑賞会(求友亭)　・清水エスパルスVSサンフレッチェ広島(アイスタ)

・甲府・富士吉田商工会議所女性会との交流会(甲府市)
・一日公庫(静)
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※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

【 セミナー・イベント カレンダー 】

しずおか味な店
名物にうまいものあり、
一松園のとろろ汁
名物とろろ汁　一松園

東京からこんにちは
今川義元公の大河ドラマ化を
スポーツジャーナリスト　佐塚元章さん

しごとなでしこ
今まで以上に「なくてはならない存在」
となるべく挑戦
中部電力㈱静岡支店　高井智子さん

静岡の未来
静岡の特産物を扱う食品卸として
全国から世界へと静岡の魅力を発信
㈱かもめ屋　長岡智美さん

わたしの商工会議所活用法
優良従業員表彰
㈱やまだいち　山田照敏さん

わが社自慢の商品・サービス
清水産業・情報プラザ入居者、会員各社
料理・レストラン特集

誌上経営相談
製造現場のポカミス防止のステップアップ
ナガイシンクタンク　長井　誠さん

製造業部会特集
大規模工場長との
意見交換会

写真で見る静岡商工会議所の動き
8月～9月の会議所事業

静岡市行政施策への要望

2019駿府秋のわくわく祭のお知らせ

徳川みらい学会 第3回講演会
戦国今川家の女性と北条家
駿河台大学 副学長　黒田基樹さん

清水港開港120周年特集マンガ
「Ｉ ＬＯＶＥ 清水港」⑦



製造業部会特集
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所  

作
本 

氏

大
規
模
工
場
長
と
の
意
見
交
換
会

要

開
催
概
要

敬
称
略・順
不
同

　

当
社
は
自
動
車
産
業
が
中
心
で
、国

内
向
け・輸
出
向
け
共
に
生
産
台
数
は
前

年
比
横
這
い
で
す
。１０
月
の
消
費
増
税
に

伴
う
駆
け
込
み
で
９
月
ま
で
は
前
年
よ

り
も
増
え
、１０
月
を
過
ぎ
る
と
減
り
、通

年
で
は
前
年
並
み
に
な
る
と
予
測
し
て
い

ま
す
。海
外
で
は
中
国
で
大
幅
減
産
、欧

州
も
減
っ
て
は
い
ま
す
が
、日
系
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に
お
納
め
す
る
会
社
は

そ
れ
ほ
ど
落
ち
て
い
な
い
印
象
で
す
。当

社
売
上
は
、国
内
で
は
新
規
受
注
の
拡
大

や
Ｌ
Ｅ
Ｄ-

Ｈ
Ｌ
進
展
に
よ
り
増
加
し
た

も
の
の
、連
結
で
は
中
国
子
会
社
の
除
外

に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。今
後
Ｃ
Ａ
Ｓ

Ｅ
、Ｍａａ
Ｓ※

な
ど
を
考
え
る
と
、自
動

車
生
産
の
減
少
は
目
に
見
え
て
い
ま
す
の

で
、減
っ
た
分
を
い
か
に
補
う
か
が
現
状

の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

当
社
の
主
な
製
品
群
は
、紙
製
品
、ト

ナ
ー
事
業
、電
子
材
料
事
業
で
す
。米
中

貿
易
摩
擦
の
影
響
が
ト
ナ
ー
事
業
、電
子

材
料
で
色
濃
く
出
て
い
ま
す
。紙
は
、中

国
企
業
の
大
増
産
に
よ
る
パ
ル
プ
の
高
騰

の
影
響
を
受
け
非
常
に
悪
か
っ
た
で
す



　

当
社
は
、業
務
用
の
大
き
な
空
調
、冷

凍
倉
庫
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。業
績
は

堅
調
に
推
移
し
、お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
生
産
体
制
を
強
化
し
て
お
り
ま
す
。

国
公
立
の
学
校
への
空
調
設
備
の
導
入
が

補
助
金
の
関
係
で
今
年
が
全
国
的
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
て
お
り
、静
岡
市
で
も
空

調
機
の
導
入
を
決
定
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。長
引
く
梅
雨
の
影
響
で
７
月
は

思
っ
た
ほ
ど
の
需
要
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

学
校
空
調
を
主
と
し
た
業
績
ア
ッ
プ
を

予
想
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、先
ほ
ど
の
特

需
も
あ
り
、人
員
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い

ま
す
。働
き
方
改
革
へ
の
対
応
も
あ
り
、

例
年
以
上
に
注
意
を
払
って
い
る
と
い
う

状
況
で
す
。

　

当
社
は
飲
料
市
場
か
ら
大
き
な
影
響

を
受
け
、ア
ル
ミ
缶
は
微
増
、ス
チ
ー
ル
缶

は
微
減
と
い
う
状
況
で
す
。清
水
工
場

は
、主
に
ス
チ
ー
ル
缶（
缶
コ
ー
ヒ
ー
の
缶
）

を
作
って
お
り
、一
番
影
響
を
受
け
る
清

涼
飲
料
で
は
コ
ー
ヒ
ー
関
係
で
も
ペッ
ト
ボ

ト
ル
が
非
常
に
売
れ
、金
属
缶
の
競
争
が

厳
し
く
な
って
い
ま
す
、ま
た
、原
材
料
の

高
騰
が
続
き
、収
益
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。流
通
業
界
は
コン
ビ
ニエン
ス
ス

ト
ア
が
主
流
で
、商
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

が
短
く
、製
缶
側
も
多
品
種
小
ロッ
ト
対

応
が
大
き
な
課
題
で
す
。そ
し
て
、機
械

の
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
い
い
も
の
が
出
来
る

と
い
う
簡
単
な
製
造
ラ
イ
ン
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、人
材
の
確
保
、技
術
の
伝
承
、

高
度
技
術
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
事
業
場
で
は
、空
調
機
、冷
蔵
庫
を

生
産
し
て
お
り
ま
す
。今
年
は
比
較
的

堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
が
、細
か
く
見

る
と
家
庭
用
は
寒
い
梅
雨
が
長
引
き
、国

内
の
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
の
需
要
は
前
年
を

若
干
割
っ
た
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、

業
務
用
は
学
校
へ
の
空
調
設
備
の
導
入

が
あ
り
、コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
引
き
合
い
が
あ

り
ま
す
。海
外
は
、国・地
域
に
よ
り
濃
淡

が
あ
り
ま
す
が
、米
国
は
非
常
に
堅
調
に

伸
び
て
い
ま
す
。欧
州
で
は
フ
ラ
ン
ス
が
暑

く
好
調
に
推
移
を
し
て
い
る一
方
、イ
タ

リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
は
寒
く
振
る
わ
な
い
状

況
で
す
。ア
ジ
ア
で
は
中
国
が
振
る
わ
ず
、

そ
の
他
の
国
々
が
そ
こ
そ
こ
だ
っ
た
た
め
、

全
体
で
は
少
し
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

今
後
は
、米
中
の
貿
易
摩
擦
等
々
が
ど
こ

ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
注
視
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　

当
社
は
清
水
区
三
保
に
工
場
が
あ
り
、

主
に
テ
フ
ロ
ン
と
い
う
フ
ッ
素
樹
脂
と
冷

媒
を
中
心
と
し
た
フッ
素
系
の
溶
剤
の
生

産
と
販
売
を
行
って
お
り
ま
す
。リ
ー
マ
ン

シ
ョッ
ク
以
降
堅
調
で
右
肩
上
が
り
の
生

産
を
行
って
い
ま
す
。フッ
素
樹
脂
の
主
な

　

当
社
静
岡
工
場
は
、小
麦
を
粉
に
す
る

製
粉
業
と
、小
麦
粉
と
砂
糖
や
デ
ン
プ
ン

な
ど
を
混
ぜ
る
工
場
を
持
って
い
ま
す
。

会
社
全
体
の
業
績
は
、堅
調
に
推
移
し
増

収
増
益
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、貿
易
関
連
の
協
定
E
P
A

で
昨
今
結
ば
れ
た
小
麦
の
関
税
は
下
が

ら
ず
、パ
ス
タ
な
ど
の
加
工
品
の
関
税
は
下

が
って
い
く
。製
粉
業
界
は
、そ
の
競
争
に

ど
の
よ
う
に
勝
って
い
く
か
が
課
題
で
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、静
岡
工
場
は
建
造
か
ら

64
年
経
っ
て
お
り
、一
部
の
設
備
が
老
朽

化
し
設
備
施
設
の
更
新
も
経
営
課
題
の

ひ
と
つ
で
す
。

大
和
製
罐（
株
）  

村
田 

氏

日
東
富
士
製
粉（
株
）  

宍
戸 

氏

（
株
）Ｊ・オ
イ
ル
ミ
ル
ズ  

小
玉 
氏

三
菱
電
機（
株
）  

齊
藤 

氏

日
立
ジ
ョ
ン
ソ
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
空
調（
株
）
堀 

氏

三
井・ケ
マ
ー
ズ 

フ
ロ
ロ
プ
ロ
ダ
ク
ツ（
株
）
中
村 

氏

※CASE／Connected（コネクテッド）、Autonomous（自動運転）、Shared & Services（カーシェ
アリングとサービス／シェアリングのみを指す場合もある）、Electric（電気自動車）の頭文字をとった
造語。変革の時代を迎えている自動車産業の動向を象徴するキーワードであり、ハード面における自動
車の物理的変化とともに異業種を交えたモビリティサービスの重要性を示唆するものとなっている。
MaaS／「Mobility as a Service」の略で、マースと読む。直訳すると「サービスとしてのモビリ
ティ」で、一般的には自動車や自転車、バス、電車など、全ての交通手段を単なる移動手段として
ではなく一つのサービスとして捉え、シームレスにつなぐ新たな移動の概念を指す。

が
、今
年
に
入
り
紙
関
連
は
落
ち
着
き

を
取
り
戻
し
ま
し
た
。今
期
は
、社
内
で

ｉ
Ｃａｓ（
ア
イ
キ
ャ
ス
）と
呼
ぶ
熱・電
気・

電
磁
波
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
材
の
製
品
群
に
力

を
入
れ
た
製
品
展
開
を
し
て
お
り
、電

子
材
料
事
業
部
関
連
で
は
５
Ｇ（
次
世

代
移
動
通
信
）時
代
の
高
周
波
高
速
通

信
対
応
の
各
種
部
材
の
開
発
、こ
れ
か
ら

の
拡
販
に
向
け
準
備
中
と
い
う
状
況
で

す
。前
期
は
減
収
減
益
で
、今
期
も
あ
ま

り
い
い
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
社
は
食
用
の
植
物
油
、オ
リ
ー
ブ

油
、サ
ラ
ダ
油
の
製
造
販
売
を
中
核
事
業

と
し
て
お
り
ま
す
。

近
年
、売
上
高
・
出

荷
量
は
と
も
に
横

這
い
で
す
が
、人
口

減
少
の
動
態
は
今

後
、顕
著
に
な
る
予

測
で
あ
り
、業
界
全

体
に
国
内
の
消
費

が
縮
小
傾
向
に
あ

る
と
言
え
ま
す
。当

社
は
大
豆
と
菜
種

を
主
原
料
と
し
て

油
を
搾
っ
て
い
ま

す
。原
料
は
値
上
が

り
傾
向
に
あ
り
、国

内
の
消
費
が
減
少
に
向
か
う
中
、こ
の
構

造
か
ら
ど
う
や
っ
て
脱
却
す
る
か
、原
料

を
輸
入
し
国
内
で
油
を
売
る
ス
キ
ー
ム
か

ら
ど
う
抜
け
出
す
か
、業
界
の
共
通
課
題

に
各
社
と
も
戦
略
を
練
り
直
し
て
い
る

状
況
で
す
。



ご
質
問
・
ご
意
見

　

当
社
は
、明
治
４２
年
に
日
本
で
初
め
て

段
ボ
ー
ル
を
作
り
、段
ボ
ー
ル
と
名
付
け

た
会
社
で
す
。清
水
工
場
は
昭
和
３２
年

に
開
設
し
、来
年
５
月
以
降
事
務
所
、倉

庫
、そ
の
他
す
べ
て
建
て
替
え
る
計
画
を

し
て
お
り
ま
す
。キ
ー
ワ
ー
ド
を「
脱・町

工
場
」と
し
、人
集
め
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。２
０
１
９
年
度
見
通

し
は
、対
前
年
度
比
で
１
０
１
．３
％
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。Ｅ
コマ
ー
ス
が
非
常
に
堅

調
で
、段
ボ
ー
ル
需
要
の
５
％
を
占
め

年
々
増
え
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、今

後
は
、人
口
減
少
と
と
も
に
段
ボ
ー
ル
だ

け
で
は
多
様
化
す
る
市
場
に
お
い
て
劣

勢
を
強
い
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

他
の
包
装
材
の
販
売
促
進
に
努
め
、レ
ン

ゴ
ー
が
段
ボ
ー
ル
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を

認
知
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

出
荷
先
は
、半
導
体・自
動
車
関
係
で
、堅

調
に
需
要
が
推
移
し
、新
し
い
生
産
ラ
イ

ン・重
合
ラ
イ
ン
の
増
設
を
考
え
て
い
ま

す
。冷
媒
関
係
は
、代
替
フ
ロ
ン
や
地
球

温
暖
化
係
数
の
低
い
環
境
に
や
さ
し
い
冷

媒
の
開
発
及
び
販
売
に
力
を
入
れ
、売
る

だ
け
で
は
な
く
使
用
済
み
冷
媒
を
回
収

し
、資
源
化・無
害
化
す
る
循
環
型
ビ
ジ

ネ
ス
を
行
って
い
ま
す
。

　

静
岡
市
が
、全
国
の
中
で
最
先
端
の
技

術
を
持
ち
、地
位
を
高
め
て
い
く
た
め
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、お
教
え

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
社
が
冷
媒
を
作
り
、三
菱
さ
ん
、日

立
さ
ん
が
エ
ア
コ
ン
を
作
る
。港
の
周
り

に
は
エ
ア
コ
ン
や
冷
凍
機
を
使
う
冷
凍
倉

庫
が
あ
り
、使
用
し
た
冷
媒
を
当
社
で

回
収
し
、無
害
化・資
源
化
す
る
。静
岡

市
の
中
で
の
エコ
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
こ
と

で
、冷
媒
と
い
う
一つ
の
媒
体
を
使
い
、冷

媒
を
作
る
と
こ
ろ
、冷
媒
を
使
い
エ
ア
コ
ン

を
作
る
と
こ
ろ
、使
用
す
る
と
こ
ろ
、回

収
す
る
と
こ
ろ
で
生
じ
る
資
源
の
ル
ー
プ

を
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ※

を
含
め『
エ
ア
コ
ン
の
街・

静
岡
』と
し
て
面
白
い
宣
伝
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

若
い
人
た
ち
が
静
岡
の
街
に
集
ま
り
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
街
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取

り
組
み
で
す
が
、今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
いい
た
し
ま
す
。い
ろ
い
ろ
製
品
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
一
次
産
業
と
メ
ー
カ
ー
が
共
同
で
取
り

　

工
学
系
の
大
学・専
門
学
校
の
誘
致
に

よ
る
研
究・開
発
強
化
推
進
と
地
域
の
活

性
化
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、外

国
人
ス
タ
ッフ
の
家
族
の
コ
ミュニ
テ
ィ
の
包

括
的
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
こ
と
で
、こ
れ
に
つ

い
て
は
今
年
か
ら
静
岡
市
の
中
で
も
取
り

上
げ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、引

き
続
き
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

組
め
る
よ
う
な
テ
ー
マ
の
情
報
提
供
、コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
、地
域
の
お
客
様
へ
の
発
信
、

地
元
の
皆
様
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
お
い
て
、

工
場
の
役
割
が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま

す
。そ
こ
で
、六
次
産
業
化
の
中
で
私
共

食
品
メ
ー
カ
ー
が
一
緒
に
取
り
組
め
る
よ

う
な
ネ
タ
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、一層
の
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョンへ
の
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

三
井・ケ
マ
ー
ズ 

フ
ロ
ロ
プ
ロ
ダ
ク
ツ（
株
）
中
村 

氏

レ
ン
ゴ
ー（
株
）  

脇
本 
氏

（
株
）小
糸
製
作
所  

榊
原 

氏

（
株
）巴
川
製
紙
所  

作
本 

氏

（
株
）Ｊ・オ
イ
ル
ミ
ル
ズ  

小
玉 

氏

美
濃
部
副
市
長

美
濃
部
副
市
長

静
岡
県
・
静
岡
市
・

経
済
界
へ
の
要
望
・

期
待
す
る
こ
と

製造業部会特集 大規模工場長との意見交換会 開催概要

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。静
岡
市
内

に
あ
る
工
場
を
市
役
所
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
ま
と
め
る
、環
境
に
や
さ
し
い
企
業
を

表
彰
、P
R
す
る
な
ど
取
り
組
み
た
い
と

思
って
お
り
ま
す
。



ご
質
問
・
ご
意
見

　

巴
川
水
系
の
排
水
能
力
が
弱
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。近
隣
の
企
業
も
含
め
て
改

善
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
って
お
り
ま

す
。そ
れ
と
金
属
缶
は
資
源
か
ら
資
源
へ

と
還
る
循
環
で
き
る
容
器
で
す
の
で
、こ

の
静
岡
の
地
で
作
っ
て
い
る
製
品
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
働
き
方
改

革
を
含
め
、例
年
以
上
に
人
事
労
務
管
理

に
注
意
を
払
って
い
ま
す
。外
国
人
ス
タ
ッ

フ
も
そ
う
で
す
し
、国
内
で
も
仕
事
を
求

め
て
全
国
か
ら
人
材
を
集
め
ら
れ
る
よ
う

な
体
制
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　

新
幹
線
ひ
か
り
の
停
車
本
数
が
少
な

い
こ
と
、の
ぞ
み
が
停
車
し
な
い
こ
と
で
、

静
岡
への
人
の
流
入
の
チ
ャ
ン
ス
ロ
ス
が
起

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
の
で
、対
策

を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。あ
と
、静
岡
県

内
の
高
等
学
校
の
校
長
先
生
と
今
日
集

ま
って
い
る
皆
様
と
の
意
見
交
換
会
を
行

い
、情
報
共
有
化
と
と
も
に
目
指
す
ベ
ク

ト
ル
を
一
致
さ
せ
る
よ
う
な
機
会
が
あ
っ

て
も
いい
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

先
ほ
ど
の『
エ
ア
コ
ン
の
街・静
岡
』と
い

う
の
は
、私
共
も
賛
同
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

行
政
か
ら
P
R
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。外
国
人
労
働
者
で
す
が
、最
近
は

ミ
ャ
ンマ
ー
な
ど
の
新
顔
の
国
に
シ
フ
ト
し

て
き
て
お
り
ま
す
。静
岡
市
は
既
往
国
か

ら
の
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
体
制
は
で

き
て
い
ま
す
が
、新
顔
の
国
への
サ
ポ
ー
ト

体
制
は
足
り
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。生

活
面
も
含
め
て
会
社
で
全
面
的
に
見
ざ

る
を
得
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

静
岡
市
で
体
制
を
整
備
し
て
い
た
だ
け

る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

日
本
の
製
粉
業
界
は
原
料
で

あ
る
小
麦
の
９
割
を
外
国
か
ら

の
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
が
、静

岡
県
は
特
に
小
麦
の
作
付
け
面

積
が
狭
く
、県
内
麦
の
収
穫
量

が
上
が
れ
ば
我
々
も
粉
に
し
て

お
客
様
に
売
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

と
も
そ
の
辺
の
対
策
を
お
願
い

し
た
い
で
す
。次
に
道
路
整
備
、

渋
滞
解
消
で
き
て
い
な
い
箇
所

が
あ
り
、今
後
物
流
コ
ス
ト
削
減

の
た
め
に
も
お
願
い
し
た
い
で

す
。三
つ
目
に
製
造
業
に
お
け
る

深
刻
な
人
手
不
足
問
題
で
す
。

定
着
せ
ず
、す
ぐ
に
辞
め
て
し
ま

う
な
ど
働
き
手
の
確
保
が
課
題

で
、そ
の
辺
の
施
策
も
お
願
い
し

た
い
で
す
。

　

現
在
の
経
済
情
勢
は
緩
や
か
な
回
復

傾
向
に
あ
り
、設
備
投
資・研
究
開
発
投

資
は
景
気
を
下
支
え
す
る
重
要
な
フ
ァ
ク

タ
ー
で
、静
岡
県
は
こ
こ
に
注
力
し
全
国

で
類
を
見
な
い
ほ
ど
の
企
業
立
地
制
度
の

充
実
を
図
って
お
り
、こ
れ
を
企
業
誘
致

の
三
本
柱
の一
番
目
と
し
て
い
ま
す
。二
番

　

浸
水
対
策
、道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、中
部
横
断
自
動
車
道
の
早
期
完
成

等
を
含
め
順
調
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、清
水
イ
ン
タ
ー
か
ら
清
水
臨
海

区
へ
の
道
路
、静
清
バ
イ
パ
ス
か
ら
つ
な
が

る
南
北
の
道
路
な
ど
、弱
い
と
こ
ろ
も
ご

ざ
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
箇
所
を
ど
う
整

備
し
た
ら
い
い
の
か
研
究
し
て
お
り
ま
す

の
で
、道
路
部
局
と
の
意
見
交
換
な
ど
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

目
に
先
端
技
術
の
産
業
応
用
の
推
進
が

あ
り
、先
端
技
術
の
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
を

民
間
の
皆
様
と
展
開
し
、研
究
機
関・研

究
拠
点
を
静
岡
に
持
って
く
る
。そ
し
て
、

研
究
拠
点
周
辺
に
企
業
群
の
集
積
を
狙
っ

て
い
ま
す
。三
番
目
が
東
京
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
と
県
内
企
業
と
のマッ
チ
ン
グ

を
行
い
、東
京
に
集
積
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ・Ａ

Ｉ
の
先
端
企
業
と
県
内
企
業
の
業
務
提

携
等
に
よ
り
先
端
人
材
の
引
き
込
み
を

図
って
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

三
井・ケ
マ
ー
ズ 

フ
ロ
ロ
プ
ロ
ダ
ク
ツ（
株
）

中
村 

氏

大
和
製
罐（
株
）  

村
田 

氏

日
東
富
士
製
粉（
株
）  

宍
戸 
氏

レ
ン
ゴ
ー（
株
）  

脇
本 

氏

天
野
県
経
済
産
業
部
長

日
立
ジ
ョ
ン
ソ
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
空
調（
株
）

堀 

氏

三
菱
電
機（
株
）  

齊
藤 

氏

美
濃
部
副
市
長

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
お
取
引
き
の
あ
る
地
元
企
業
に

対
し
、サ
プ
ラ
イ
チェー
ン
の
ト
ップ
と
し
て
、

ご
指
導
、ご
助
言
い
た
だ
き
地
場
の
企
業
の

育
成
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

酒
井
会
頭

※SDGs／「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略
称。SDGsは、2015年9月の国連サミットで採択されたもので、国連加盟193か国
が2016年から2030年の15年間で達成するために掲げた目標。
静岡市はSDGsに積極的に取り組んでおり、2018年6月「SDGs未来都市（日本政
府）」、同年7月「SDGsハブ都市（Local 2030 Hub、国連）」に選ばれている。

　

当
社
は
化
学
工
場
で
、四
班
三
交
代
運

転
を
し
て
い
ま
す
。現
場
の
ワ
ー
カ
ー
は

高
卒
者
を
採
用
し
て
お
り
ま
す
が
、過

去
、工
業
高
校
が
あ
っ
た
時
代
と
比
較
す

る
と
就
職
す
る
高
校
生
の
レ
ベル
低
下
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。就
職
を
目
指
す
学
生

に
向
け
て
の
基
礎
学
力
を
高
め
る
教
育
の

カ
リ
キ
ュラ
ム
の
充
実
を
お
願
い
し
ま
す
。



酒
井
会
頭
が
田
辺
市
長
へ

20
項
目
の
要
望
書
を
提
出

　

静
岡
商
工
会
議
所
は
、令
和
２
年
度
の
静
岡
市
行
政
施
策
に
対
す
る
要
望
20
項
目
を

取
り
ま
と
め
、去
る
８
月
20
日
に
中
島
屋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た「
行
政
連
絡
会
」

で
酒
井
公
夫
会
頭
が
田
辺
信
宏
市
長
に
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
要
望
書
は
、本
市
の
持
続
的
発
展
に
向
け
て
、地
域
企
業
の
生
産
性
向
上
や

事
業
承
継
へ
の
支
援
、人
材
確
保・活
用・定
着
、働
き
方
改
革
の
促
進
、ま
た
都
市
の
魅
力

向
上
や
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
等
を
推
進・強
化
す
る
た
め
、当
会
議
所
の
第
３
次
中
期

行
動
計
画
に
基
づ
き
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

主
な
要
望
内
容
は
次
の
通
り
。な
お
、要
望
書
の
全
文
は
、当
会
議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

１
．地
域
企
業
の
生
産
性
向
上
へ
の
支
援

　

生
産
性
向
上
に
向
け
た
Ｉ
Ｔ
導
入
に
つ
い

て
は
、中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
情

報
提
供
が
重
要
で
あ
る
。そ
の
た
め
、平
成

31
年
度
か
ら「
静
岡
市
Ｉ
Ｔ
導
入
に
向
け

た
生
産
性
向
上
支
援
業
務
」を
受
託
し
、

Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
相
談
窓
口
を
週
２
日

設
置
し
て
い
る
。今
後
、Ｉ
Ｔ
導
入
と
活
用

に
よ
る「
地
域
企
業
の
生
産
性
の
向
上
」に

向
け
、Ｉ
Ｔ
導
入
完
了
は
も
と
よ
り
、Ｉ
Ｔ

経
営
の
持
続
的
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
通

貫
し
た
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、同

業
務
の
予
算
を
拡
充
す
る
こ
と

２
．事
業
承
継
支
援
体
制
の
強
化

　

円
滑
な
事
業
承
継
を
実
現
す
る
た
め
、

平
成
30
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
静
岡
市

事
業
承
継
支
援
業
務（
税
務・法
律
相
談
な

ど
の
専
門
家
派
遣
）を
継
続
す
る
こ
と

３
．中
小
企
業・小
規
模
企
業
の
支
援
体
制

の
強
化

４
．産
学
連
携
等
に
よ
る
新
産
業・新
事
業

創
出
の
促
進

５
．企
業
誘
致
対
策・留
置
対
策
の
促
進

　

静
岡
市
が
持
つ
優
位
性
を
引
き
続
き
市

外
企
業
に
発
信
し
、よ
り
積
極
的
に
企
業

誘
致
を
促
進
す
る
こ
と
。加
え
て
、平
地
が

少
な
い
静
岡
市
に
と
っ
て
、高
規
格
道
路
周

辺
の
有
効
活
用
が
不
可
欠
の
た
め
、高
規
格

道
路
周
辺
地
域
の
整
備
促
進
に
よ
り
、工

場
や
物
流
施
設
の
誘
致
を
行
う
こ
と

６
．地
場
産
品
の
活
用
へ
の
支
援

　

姉
妹
都
市（
ス
ト
ッ
ク
ト
ン
市
、オ
マハ
市
、

シ
ェル
ビ
ー
ビ
ル
市
、カ
ン
ヌ
市
）と
の
交
流
事

業
に
つ
い
て
、単
な
る
市
民
や
青
少
年
等
の

交
流
に
終
わ
ら
せ
ず
、地
場
産
品
の
販
路
拡

大
な
ど
経
済
効
果
が
上
が
る
内
容
に
見
直

す
こ
と
新
規

　
７
．地
域
企
業
の
人
材
確
保・活
用・定
着
の
促
進

⑴
県
内
外
の
学
生
や
転
職
者
、企
業
Ｏ
Ｂ

等
、市
内
企
業
の
人
材
確
保・活
用
の
た

め
の
取
り
組
み
を
当
会
議
所
と
連
携
し

て
行
う
こ
と

⑵
静
岡
市
育
英
奨
学
金
の
返
還
免
除
制
度

（
半
額
免
除
）に
つ
い
て
、免
除
額
の
拡
大

（
全
額
免
除
）等
、さ
ら
に
魅
力
的
な
内

容
と
し
、積
極
的
に
周
知
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、市
内
企
業
へ
の
就
職
を
促
進
す

る
こ
と
新
規

⑶
移
住
促
進
策
の
一
環
と
し
て
、市
外
か
ら

市
内
へ
移
住
し
住
宅
を
新
築
す
る
子
育

て
世
代
へ
の
助
成
金
制
度
を
新
設
す
る

こ
と
新
規

８
．働
き
方
改
革
の
推
進

⑴
働
き
た
い
女
性
や
高
齢
者
、障
が
い
者
が

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
支
援

す
る
こ
と
。ま
た
、介
護
離
職
を
減
ら
す

た
め
、介
護
者
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
を
支
援
す
る
こ
と

⑵
平
成
31
年
４
月
の「
改
正
出
入
国
管
理

法
」施
行
に
よ
り
、外
国
人
材
の
活
用
が

期
待
さ
れ
る
中
、外
国
人
材
を
短
期
的

な
労
働
力
と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、市

内
企
業
で
活
躍
す
る
人
材
と
し
て
定
着

さ
せ
る
よ
う
本
人
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関

す
る
支
援
や
家
族
を
含
め
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
お
け
る
理
解
の
促
進
、子
供
の

教
育
環
境
の
充
実
な
ど
、地
域
全
体
で

外
国
人
材
に
選
ば
れ
る
環
境
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
新
規

⑶
健
康
経
営
の
メ
リ
ッ
ト
や
具
体
的
な
事
例

を
周
知
し
、地
域
企
業
の
健
康
経
営
へ
の

取
り
組
み
を
継
続
し
て
推
進
す
る
こ
と

⑷「
日
本
一
の
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
」の

定
着
を
目
指
し
、単
な
る
消
費
喚
起
に

留
ま
ら
ず
、豊
か
な
暮
ら
し
方
や
多
様

な
働
き
方
の
実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
企

業
側（
送
出
し
）と
商
業・施
設
側（
受
入

れ
）と
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、当
会
議
所

と
連
携
し
て
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
。

加
え
て
、他
地
域
と
連
携
し
プ
レ
ミ
ア
ム

フ
ラ
イ
デ
ー
の
水
平
展
開
を
図
る
と
と

も
に
、補
助
金
が
終
了
し
た
後
も
自
立

し
た
取
り
組
み
を
持
続
で
き
る
よ
う
体

制
を
構
築
す
る
こ
と

９
．高
等
教
育
機
関
の
整
備
促
進

　

も
の
づ
く
り
産
業
に
お
け
る
次
世
代
を

令
和
２
年
度 

静
岡
市
行
政
施
策
へ
の
要
望

１
．企
業
づ
く
り
に
関
す
る
項
目

２
．人
づ
く
り
に
関
す
る
項
目

田辺市長（左）に要望書を渡す酒井会頭

★

★

★

★

★
は
重
点
項
目



令和2年度 静岡市行政施策への要望

担
う
有
能
な
人
材
の
確
保
と
産
業
技
術
力

の
向
上
の
た
め
、ま
た
人
手
不
足
が
深
刻
な

建
設
・土
木
業
界
の
技
術
者
確
保
と
技
術

継
承
の
た
め
、静
岡
市
へ
の
理（
医
）工
系
、

建
築
・
土
木
系
学
部
学
科
の
誘
致
お
よ
び

既
存
大
学
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と

　　
10
．歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

⑴
徳
川
み
ら
い
学
会
の
事
業
を
歴
史
文
化

施
設
に
移
管
す
る
こ
と
。歴
史
文
化
施

設
の
開
館
に
合
わ
せ
て
徳
川
み
ら
い
学

会
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、開
館

前
か
ら
活
動
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、早
急
に
準
備
を
進
め
る
こ
と

⑵
家
康
公
四
百
年
祭
を
一
過
性
に
終
わ
ら

せ
な
い
よ
う
顕
彰
事
業
を
継
続
し
、静

岡
市
で
開
催
す
る
祭
り
、イ
ベ
ン
ト
等
と

連
携
し
て
い
く
こ
と
。ま
た
、そ
の一
環
と

し
て
、静
岡
マ
ラ
ソ
ン
開
催
経
費
の
補
助

を
継
続
す
る
こ
と

⑶
今
川
義
元
公
の
功
績
に
つい
て
は
、静
岡
市

で
開
催
す
る
祭
り
、イ
ベ
ン
ト
等
と
連
携

し
、引
き
続
き
顕
彰
し
て
い
く
こ
と
。

ま
た
、そ
の
一
環
と
し
て
、「
今
川
さ
ん
」

「
赤
鳥
紋
」を
デ
ザ
イ
ン
し
た
今
川
マ
ン
ホ

ー
ル
の
設
置
な
ど
、市
民
が
今
川
氏
を
身

近
に
感
じ
る
取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と

⑷
聖
一
国
師
顕
彰
事
業
を
当
会
議
所
と
連

携
し
て
引
き
続
き
推
進
す
る
こ
と

⑸
蒲
原
宿
場
交
流
館
等
の
市
内
各
地
に
点

在
す
る
歴
史
施
設
や
歴
史
資
源
を
、新

た
に
建
設
さ
れ
る
歴
史
文
化
施
設
の
サ

テ
ラ
イ
ト
と
し
て
相
互
に
情
報
発
信
す

る
な
ど
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、市
内

の
歴
史
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
回
遊
性
を
高

め
る
こ
と
新
規

⑹
東
海
道
の
宿
場
跡
が
静
岡
市
内
に
は
６

宿
、静
岡
県
内
に
は
22
宿
あ
る
た
め
、そ

れ
ら
と
連
携
し
た
街
道
観
光
を
一
層
推

進
す
る
こ
と

11
．海
洋
文
化
拠
点
構
想
の
推
進
並
び
に

清
水
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
整
備
促
進

〈
日
の
出
地
区
〉

⑴「
海
洋・地
球
に
関
す
る
総
合
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」を
早
期
に
竣
工
で
き
る
よ
う
に
進
め

る
こ
と
。同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営
に
つ
い

て
は
、令
和
元
年
７
月
29
日
に
福
井
県

立
恐
竜
博
物
館
の
竹
内
館
長
が
講
演
さ

れ
た
行
政
ビ
ジ
ネ
ス
型
運
営
手
法
を
参

考
と
す
る
こ
と

⑵
江
尻
地
区
か
ら
日
の
出
地
区
の
回
遊
性

向
上
の
た
め
、引
き
続
き
寸
断
さ
れ
て
い

る
箇
所
の
対
応
策
の
検
討
を
含
め
、関
係

機
関
と
連
携
し
て
清
水
港
線
跡
遊
歩
道

の
活
用
を
進
め
る
こ
と

〈
江
尻
地
区
〉

　

江
尻
地
区
は
Ｊ
Ｒ
清
水
駅
に
近
く
交
通

の
結
節
点
で
あ
り
、み
な
と
オ
ア
シ
ス
登
録

に
よ
り
集
客
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、江
尻
地

区
へ
フ
ェ
リ
ー
発
着
場
の
移
転
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、Ｊ
Ｒ
清
水
駅
西
口
周
辺
と
の
回

遊
性
を
高
め
る
施
策
を
検
討
す
る
こ
と

12
．災
害
等
へ
の
対
応
力
の
強
化

⑴
近
年
増
大
す
る
豪
雨
等
の
自
然
災
害
へ

の
対
策
と
し
て
、地
域
住
民
は
も
と
よ

り
、観
光
客
を
含
む
市
内
に
滞
在
し
て
い

る
外
国
人
に
対
し
て
も
多
言
語
等
に
よ

る
防
災
情
報
の
迅
速
か
つ
的
確
な
発
信

を
行
う
こ
と

⑵
地
震・津
波
対
策
を
迅
速
に
行
う
こ
と
。

特
に
沿
岸
部
の
防
潮
堤
整
備
に
つ
い
て

は
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行
う
こ
と
。

ま
た
、静
岡
市
は
地
元
と
と
も
に
県
に
対

し
て
早
期
整
備
の
働
き
か
け
を
行
う
こ
と

３
．地
域
づ
く
り
に
関
す
る
項
目

⑶
静
岡
市
の
地
籍
調
査
の
進
捗
率
は
全
国

平
均
は
も
と
よ
り
、県
内
市
町
と
比
べ
て

も
低
い
状
況
に
あ
る
。地
籍
調
査
に
よ
り

土
地
情
報
を
明
確
化
す
る
こ
と
は
、災

害
時
の
復
旧・復
興
の
迅
速
化
を
図
る
た

め
に
大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、計
画

を
前
倒
し
し
て
地
籍
調
査
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、そ
の
予
算
を
継
続
し
て
計
上

す
る
こ
と
新
規

13
．基
幹
道
路
等
の
整
備
促
進

14
．中
心
市
街
地
の
回
遊
性
向
上
と
来
街
者

の
利
便
性
向
上
、安
全
確
保
に
向
け
た

整
備
の
促
進

15
．観
光
誘
客
の
促
進

⑴「
静
岡
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」等
で
得
た
知
見
や
来
街
者
か
ら
の
動

機
や
目
的
の
情
報
収
集
の
結
果
を
活
用

し
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
た
静
岡
市
の

魅
力
発
信
を
充
実
す
る
こ
と

⑵
清
水
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
数
が
増
加

す
る
中
、当
地
域
へ
の
経
済
効
果
が
よ
り

高
ま
る
よ
う
市
内
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と

連
携
し
、旅
行
会
社
に
対
し
て
引
き
続

き
働
き
か
け
を
行
う
こ
と

⑶
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合

わ
せ
て
、集
客
力
の
あ
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
県
と
連
携
し
て
実
施
す
る
こ
と

⑷
経
済
産
業
省
が
創
設
し
た「
お
も
て
な
し

規
格
認
証
」に
つ
い
て
、当
会
議
所
は
引
き

続
き
サ
ー
ビ
ス
産
業
事
業
者
に
当
制
度
の

活
用
を
働
き
か
け
て
い
く
の
で
、静
岡
市

で
は
訪
日
外
国
人
を
含
む
利
用
者
が
サ
ー

ビ
ス
レ
ベ
ル
を
確
認
す
る
際
の
目
安
と
な
る

よ
う
に
当
制
度
の
周
知
広
報
を
行
う
こ
と

⑸
静
岡
市
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
事
業「
Ｓ
ｈ
ｉ

ｚｕｏ
ｋａ
Ｗ
ｉ-
Ｆ
ｉ
Ｐａｒａ
ｄ
ｉｓｅ
」の

接
続
方
法
の
簡
便
化
や
接
続
時
間
延
長

な
ど
、無
料
Ｗ
ｉ-
Ｆ
ｉ
の
利
便
性
を
強

化
す
る
こ
と
新
規

⑹
観
光
ガ
イ
ド
に
音
声
翻
訳
機
を
導
入
す

る
な
ど
、Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
正
確
か
つ
効
果

的
な
地
域
資
源
の
魅
力
発
信
を
行
う

こ
と
新
規

⑺
生
誕
二
百
年
を
迎
え
る
次
郎
長
の
生
家

を
清
水
地
区
の
観
光
資
源
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
新
規

⑻
歴
史
文
化
施
設
の
建
設
工
事
に
よ
り
、

既
存
観
光
バ
ス
駐
車
場
が
縮
小
さ
れ
た

た
め
、早
急
に
代
替
駐
車
場
を
確
保
す

る
こ
と
。ま
た
、観
光
客
増
加
が
見
込
ま

れ
る
歴
史
文
化
施
設
の
オ
ー
プ
ン
を
控

え
、静
岡
県
庁
の
駐
車
場
を
休
日
も
解

放
す
る
こ
と
新
規

⑼
日
本
平
夢
テ
ラ
ス
と
駐
車
場
を
結
ぶ
歩

道
の
勾
配
が
き
つ
い
こ
と
か
ら
、高
齢
者・

障
が
い
者
な
ど
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、静
岡
県
と
協
力
し
、動
く
歩
道
や
電

動
カ
ー
ト
等
の
対
策
を
早
急
に
行
う
と

と
も
に
、引
き
続
き
日
本
平
お
よ
び
周
辺

地
区
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
発
揮
す

る
よ
う
整
備
促
進
を
行
う
こ
と
新
規

　
16
．事
業
所
税
の
廃
止

17
．Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
周
辺
の
整
備
促
進

18
．リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
後
の
静
岡
市
の

ま
ち
づ
く
り
を
検
討
す
る
会
の
設
置

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、２
０
２
７
年
に

品
川
〜
名
古
屋
間
が
開
業
予
定
と
な
って
い
る

こ
と
か
ら
、早
期
に
静
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り

を
検
討
す
る
会
を
設
置
し
、そ
の
対
応
を

協
議
す
る
こ
と
新
規

19
．三
保
松
原
周
辺
地
域
の
整
備
促
進

20
．Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
へ
の
新
幹
線
ひ
か
り
号
の

停
車
本
数
増
加
の
働
き
か
け

４
．中
長
期
的
な
課
題

★

★★
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消
費
税
率
引
上
げ・軽
減
税
率
制
度
開
始

「
最
後
の
駆
け
込
み
大
相
談
会
」

・・ＰＯＳレジの説明を
　熱心に聞く来場者

・8/5キッズセミナーの様子（参加者91名）

・8/8駿河湾沖で記念
　撮影（参加者86名）

会 議 所 T O P I C S

写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

　

静
岡
商
工
会
議
所・海
の
み
ら
い
静

岡
友
の
会
で
は
、東
海
大
学
の
協
力
の

も
と
、親
子
体
験
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
キ
ッ
ズ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
。シ
ラ
ス

を
解
剖
し
て
餌
と
な
る
生
物
や
チ
リ
メ

ン
モ
ン
ス
タ
ー（
シ
ラ
ス
等
に
混
じ
っ
た

イ
ワ
シ
類
以
外
の
生
物
の
総
称
）等
を

顕
微
鏡
で
観
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
大
学
海
洋
調
査
研
修
船

『
望
星
丸
』に
乗
船
し
、「
洋
上
研
修

会
」を
開
催
。駿
河
湾
や
海
洋
に
関
す

る
説
明
、海
中
か
ら
標
本
の
採
取
、海

底
地
形
の
測
定
実
習
、深
海
に
野
菜
を

下
ろ
し
て
の
漬
物
づ
く
り
体
験
等
を

行
い
ま
し
た
。　
（
産
業
振
興
課
：
増
田
）

キ
ッ
ズ
セ
ミ
ナ
ー

「
海
の
生
き
物
の
子
ど
も
達
の
観
察
会
」

海
洋
調
査
研
修
船

「
望
星
丸
洋
上
研
修
会
」

　

わ
が
国
が
目
指
す
未
来
の
姿
と

し
て
、第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画

で
提
唱
さ
れ
た
Ｓｏｃ
ｉｅ
ｔｙ
５
．０

の
実
現
に
向
け
、Ｉ
Ｔ
を
行
政
に
活

用
す
る
電
子
政
府
を
進
め
る
な
ど

Ｉ
Ｔ
大
国
と
し
て
名
高
い
エ
ス
ト
ニ

ア
を
は
じ
め
と
す
る
バ
ル
ト
三
国
、

世
界
で
初
め
て
Ｍａａ
Ｓ（
マ
ー
ス
）を

導
入
し
た
ヘ
ル
シ
ン
キ（
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
）を
視
察
し
ま
し
た
。導
入
成
果

や
実
施
体
制
等
を
調
査
す
る
と
と

も
に
、現
地
で
は
当
た
り
前
と
な
っ

て
い
る
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
決
済
、す
で
に

稼
働
し
て
い
る
Ｍａａ
Ｓ
を
体
験
し
、

今
後
静
岡
で
の
展
開
に
向
け
、大
変

有
意
義
な
視
察
会
と
な
り
ま
し
た
。

バ
ル
ト
三
国・フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

Ｉ
Ｔ・Ｍａａ
Ｓ
先
進
国
視
察
会

　

10
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
引

上
げ
・
軽
減
税
率
制
度
開
始
を
間

近
に
控
え
、事
業
者
の
不
安
や
悩
み

を
解
消
し
、課
題
解
決
に
向
け
た

大
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

レ
ジ・キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス・会
計
ソ
フ

ト
関
連
業
者
23
社
の
展
示
ブ
ー
ス

を
は
じ
め
、専
門
家・経
営
指
導
員

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
、中
小
企
業
診
断

士・Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ・税
務
署

職
員
に
よ
る
個
別
相
談
、キ
ャッ
シ
ュ

レ
ス
お
買
い
物
体
験
コ
ー
ナ
ー
、Ｑ
Ｒ

決
済
ア
プ
リ
登
録
支
援
コ
ー
ナ
ー

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、

１
８
０
人
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
室
：
西
野
）

・現地スーパーにて
　キャッシュレス決済を体験

　

今
川
義
元
公
生
誕
五
百
年
祭
推
進

委
員
会（
委
員
長
：
小
和
田
哲
男
静

岡
大
学
名
誉
教
授
）は
、義
元
公
の
功

績
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に

作
成
し
た
漫
画「
今
川
義
元
公
入
門

講
座
」約
５
，８
０
０
冊
を
静
岡
市
教

育
委
員
会
に
贈
呈
し
ま
し
た
。漫
画
は

Ａ
４
判
／
20
ペ
ー
ジ
、市
内
の
国
公
立・

私
立
の
小
学
校
に
通
う
４
年
生
に
配

布
し
ま
す
。小
和
田
委
員
長
、酒
井
会

頭
ら
推
進
委
関
係
者
が
市
役
所
清
水

庁
舎
を
訪
れ
、池
谷
眞
樹
教
育
長
と

小
学
生
代
表
の
鍋
田
雄
一
さ
ん・田
中

琴
菜
さ
ん（
市
立
安
東
小
４
年
）に
手

渡
し
ま
し
た
。　
（
商
工
観
光
課
：
飯
塚
）

静
岡
市
教
育
委
員
会
へ
の

漫
画「
今
川
義
元
公
入
門
講
座
」贈
呈
式

・今川義元公の漫画を手渡す
　小和田委員長ら

8/20

8/5
・8

　

３
日
間
の
日
程
で
大
学
生
10
名
、

高
校
教
諭
５
名
の
計
15
名
が
当
会

議
所
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

し
ま
し
た
。テ
ー
マ
は
、企
業
に
対
し

て
①
取
り
組
む
べ
き
課
題
、②
活
躍

で
き
る
期
待
人
物
像
を
提
案
す
る

こ
と
。今
回
は
、㈱
エ
イ
エ
イ
ピ
ー
と

㈲
森
平
製
材
所
の
２
社
を
訪
問・取

材
し
ま
し
た
。最
終
日
に
は
、取
材

に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
２
名
を
お
招

き
し
、学
生
た
ち
の
視
点
で
企
業
の

経
営
課
題
や
期
待
人
物
像
の
提
案

を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
し
ま
し
た
。

（
雇
用
対
策
課
：
吉
岡
）

静
岡
商
工
会
議
所

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

・企業へのプレゼンを行う学生たち

8/23
～30

8/19
～21

9/6



駿府静岡の歴史

　

徳
川
み
ら
い
学
会
の
第
３
回
講
演
会

が
８
月
23
日
、し
ず
ぎ
ん
ホ
ー
ル「
ユ
ー

フ
ォニ
ア
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

駿
河
台
大
学
副
学
長
の
黒
田
基
樹

氏
が「
戦
国
今
川
家
の
女
性
と
北
条

家
」と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。当
日

は
、徳
川
み
ら
い
学
会
の
会
員
を
中
心

に
多
く
の
方
々
が
聴
講
し
ま
し
た
。講

演
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。

（
文
責
：
企
画
広
報
室
）

　

伊
勢
家
は
、室
町
幕
府
の
財
政
と
裁

判
、将
軍
の
養
育
を
担
う
重
臣
で
、伊

勢
盛
定
は
そ
の
嫡
流
家
の
娘
婿
と
し
て

活
躍
し
ま
す
。幕
府
と
駿
河
の
今
川
家

を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
い
、実
際
に
取
次

を
行
っ
て
い
た
の
が
盛
定
だ
っ
た
た
め
、

娘
の
北
川
殿
が
今
川
義
忠
の
正
室
に
な

り
、今
川
家
と
伊
勢
家
の
関
係
が
始
ま

り
ま
す
。文
明
３
年
頃
に
長
女
を
産

み
、文
明
５
年
に
嫡
男
の
龍
王
丸（
後
の

今
川
氏
親
）を
産
み
ま
す
。文
明
８
年

に
義
忠
が
戦
死
。こ
の
時
、氏
親
は
僅
か

４
歳
だ
っ
た
た
め
、義
忠
の
従
兄
弟
に
あ

た
る
今
川
小
鹿
範
滿
を
擁
立
す
る
内

乱
が
起
き
ま
す
。小
鹿
範
滿
を
支
持
す

る
勢
力
の
介
入
に
よ
り
北
川
殿
、氏
親

は
敗
北
し
、小
川
城
に
隠
遁
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
３
年
後
、氏
親
は

室
町
将
軍
足
利
義
政
か
ら
家
督
継
承

の
内
書
を
獲
得
し
ま
す
。こ
の
時
、氏
親

は
ま
だ
７
歳
、北
川
殿
が
従
兄
弟
に
あ

た
る
伊
勢
本
宗
家
の
貞
宗
に
働
き
か

け
、将
軍
家
と
の
密
接
な
親
戚
関
係
を

使
い
氏
親
の
復
権
の
準
備
を
進
め
ま

す
。長
享
元
年
10
月
に
弟
の
盛
時
を
駿

河
に
下
向
さ
せ
、氏
親
を
今
川
家
の
当

主
に
据
え
る
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
、翌

11
月
に
は
今
川
小
鹿
範
滿
を
倒
し
て

氏
親
は
今
川
家
の
当
主
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、氏
親
は
公
家
の
中
御
門
宣
胤

の
娘
、後
の
寿
桂
尼
と
結
婚
し
ま
す
。

　

氏
親
の
娘
、後
の
瑞
渓
院
は
天
文
４
、

５
年
頃
に
北
条
氏
康
に
嫁
ぎ
ま
す
が
、

義
元
が
家
督
を
継
ぎ
甲
斐
の
武
田
家

と
同
盟
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
で
、北
条

家
と
の
間
で
河
東
一
乱
と
呼
ば
れ
る
20

年
近
く
に
わ
た
る
全
面
戦
争
が
展
開
さ

れ
ま
す
。瑞
渓
院
は
、そ
の
年
か
ら
嫡
男

の
西
堂
丸
以
下
、天
文
14
年
ま
で
の
間

に
男
の
子
４
人
を
産
ん
で
い
ま
す
。天
文

14
年
11
月
に
河
東
一
乱
は
武
田
信
玄
の

仲
介
に
よ
り
和
睦
が
成
立
し
ま
す
。そ

の
後
は
瑞
渓
院
の
子
供
た
ち
の
世
代
が

婚
姻
を
形
成
し
て
ゆ
く
段
階
に
な
り
、

北
条・今
川・武
田
の
三
国
同
盟
が
展
開

さ
れ
ま
す
。き
っ
か
け
は
、義
元
の
正
室

定
恵
院
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
、今
川
と

武
田
の
婚
姻
関
係
が
断
絶
し
た
た
め
新

し
い
婚
姻
関
係
を
結
ぼ
う
と
し
ま
す
。

そ
の
時
す
で
に
北
条
と
今
川
、北
条
と

武
田
が
和
睦
関
係
を
結
ん
で
い
た
た
め
、

北
条
を
加
え
た
三
国
同
盟
を
結
ぶ
流

れ
に
な
り
ま
す
。瑞
渓
院
の
第
一
子
の

西
堂
丸
と
武
田
信
玄
の
娘
黄
梅
院
、瑞

渓
院
娘
の
早
川
殿
と
義
元
嫡
男
の
氏
真

と
の
婚
約
が
取
り
決
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

８
歳
の
早
川
殿
は
、天
文
23
年
に
今

川
氏
真
に
嫁
ぎ
ま
す
。永
禄
６
〜
８
年

頃
、寿
桂
尼
が
駿
府
を
出
て
沓
谷
に
隠

棲
し
、そ
の
所
領
を
早
川
殿
が
引
き
継

ぎ
ま
す
。永
禄
11
年
、三
国
同
盟
を
破

棄
し
た
武
田
信
玄
の
駿
河
の
侵
攻
に
よ

り
早
川
殿
は
夫
の
氏
真
と
幼
少
の
娘

と
共
に
駿
府
か
ら
遠
江
の
掛
川
城
に
逃

れ
ま
す
。信
玄
は
寿
桂
尼
の
死
を
確
認

し
て
か
ら
駿
河
へ
の
軍
事
行
動
を
起
こ

し
て
い
ま
す
。寿
桂
尼
の
死
に
よ
り
、今

川
家
と
北
条
家
の
関
係
が
弱
ま
り
、自

分
の
娘
が
嫁
い
だ
北
条
家
が
味
方
に
な

る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
す
。し
か
し
、

瑞
渓
院
の
発
言
力
は
信
玄
の
予
想
以

上
に
強
く
、氏
康
・
氏
政
を
動
か
し
自

分
の
実
家
の
駿
河
を
支
援
、武
田
家
と

の
全
面
戦
争
が
始
ま
り
ま
す
。そ
の
よ

う
な
中
、今
川
家
は
戦
国
大
名
と
し
て

は
滅
亡
し
ま
す
が
、氏
真
と
早
川
殿
は

北
条
家
の
庇
護
を
受
け
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

氏
親
の
娘　

瑞
渓
院

氏
親
の
母　

北
川
殿

駿
河
台
大
学 

副
学
長　

黒
田
基
樹
氏

徳
川
み
ら
い
学
会 

第
３
回
講
演
会

戦
国
今
川
家
の
女
性
と
北
条
家

講演する黒田基樹氏

氏
真
の
妻　

早
川
殿





「安倍川もち」を販売して70年。
自信をもってお届けしたい。

200年前の奥会津の農家を移築した
「登呂もちの家」

やまだいちの「安倍川もち」

　

静
岡
商
工
会
議
所
で
は
、毎
年
１１
月

下
旬
に「
表
彰
式
」を
開
催
し
、会
員
事

業
所
の
従
業
員
の
勤
労
意
欲
の
向
上
に

向
け
て
、事
業
主
の
推
薦
に
基
づ
き
、静

岡
商
工
会
議
所
会
頭
名
に
よ
る
優
良
従

業
員
の
表
彰
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

表
彰
対
象
者
は
、勤
続
５
年
以
上
で

勤
務
成
績
の
優
秀
な
方
で
、５
年
毎
に
表

彰
し
ま
す
。勤
続
３０
年
以
上
の
方
は
、日

本
商
工
会
議
所
会
頭
と
静
岡
商
工
会

議
所
会
頭
の
連
名
表
彰
に
な
り
ま
す
。

会
社
役
員
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

申
請
申
込
は
10
月
上
旬
ま
で
受
付
け

て
い
ま
す
。事
業
主
に
は
、表
彰
状・記
念

品
代
と
し
て
負
担
金
を
い
た
だ
き
ま
す
。

勤
続
５
年・10
年
が
３
，０
０
０
円（
税
抜
）

か
ら
で
、勤
続
年
数
に
よ
っ
て
金
額
が
変

わ
り
ま
す
。昨
年
は
２
６
６
名
を
表
彰
し

ま
し
た
。ぜ
ひ
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

勤
労
意
欲
の
向
上
に
向
け
て

会
員
事
業
所
の
従
業
員
を
表
彰

株式会社　やまだいち
代表取締役

山田 照敏 さん
電話 054-287-2111
http://www.abekawamochi.co.jp

わたしの
商工会議所

「
優
良
従
業
員
表
彰
」

静
岡
商
工
会
議
所
を
上
手
に
利
用
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
様
か
ら
、

会
議
所
活
用
法
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

　

登
呂
遺
跡
に
隣
接
す
る
本
社
工
場
横

に
古
民
家
喫
茶「
登
呂
も
ち
の
家
」を
営

業
し
、安
倍
川
も
ち
を
は
じ
め
と
し
た
甘

味
は
も
ち
ろ
ん
、手
打
ち
蕎
麦
や
定
食
を

提
供
し
、お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

現
在
、４４
名
お
り
ま
す
従
業
員
の
勤

労
意
欲
の
向
上
を
目
的
に
、静
岡
商
工

会
議
所
の
優
良
従
業
員
表
彰
制
度
を
利

用
し
て
い
ま
す
。２
０
１
８
年
度
は
２
名

を
表
彰
し
て
い
た
だ
き
、本
年
度
は
５
名

を
推
薦（
申
請
）し
て
お
り
、表
彰
さ
れ

た
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
、定
着
率
の

向
上
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

当
社
は
来
年
、「
安
倍
川
も
ち
」の
販

売
を
開
始
し
て
７０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

「
全
国
ど
こ
で
も
買
え
る
も
の
で
は
な

く
、こ
の
土
地
で
こ
そ
買
え
る
も
の
」を

信
条
に
、今
後
も
地
元
の
銘
菓
を
従
業

員
と
と
も
に
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

に
く
い
中
、静
岡
市
長（
当
時
）を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、

昭
和
２５
年
３
月
よ
り
現
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
で

の
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

パッ
ケ
ー
ジ
の
変
更
な
ど
お
客
様
が
持
ち

帰
り
や
す
い
工
夫
等
を
行
い
、全
国
に
静

岡
銘
菓「
安
倍
川
も
ち
」を
広
め
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。そ
の
後
も
伝
統
の

味
は
守
り
つつ
、様
々
な
創
意
工
夫
を
続

け
て
き
た
結
果
、昭
和
５２
年
の
全
国
和

菓
子
大
博
覧
会
で
の
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
は
じ
め
、数
々
の
賞
を
受
賞
。ま
た
、２

０
１
７
年
に
は
静
岡
市
民
が
選
ぶ
大
切

に
残
し
た
い
”静
岡
市
逸
品
“「
し
ず
お

か
葵
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
７
」の

グ
ラ
ン
プ
リ
に
も
選
ば
れ
る
な
ど
、静
岡

土
産
と
言
え
ば

「
や
ま
だ
い
ち
の

安
倍
川
も
ち
」

と
言
っ
て
い
た
だ

け
る
ま
で
に
成

長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
「
安
倍
川
も
ち
」は
徳
川
家
康
公
に

よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
、江
戸
時
代
か
ら
今

日
に
至
る
ま
で
府
中・静
岡
を
代
表
す
る

銘
菓
と
し
て
広
く
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の「
安
倍
川
も
ち
」は
、物
資
の
入

手
が
困
難
に
な
っ
た
戦
中
戦
後
に
製
造

が
一
旦
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
よ

う
な
中
、静
岡
銘
菓「
安
倍
川
も
ち
」の

一
日
も
早
い
復
活
を
目
指
し
て
動
き
出

し
た
の
が
当
社
創
業
者
の
山
田一郎
で
し

た
。そ
こ
に
は
、単
に
銘
菓
の
復
活
と
い
う

だ
け
で
な
く
、「
静
岡
復
興
の
証
」と
い
う

大
き
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

時
代
は
戦
後
間
も
な
く
で
あ
り
、統
制

経
済
で
原
材
料
が
な
か
な
か
手
に
入
り

石垣多美子 斉藤正樹

わたしの
商工会議所

活 用 法

総務企画課

私たちがお手伝いします ！



製造現場で５Ｓ（整理・整頓・清潔・清掃・躾）活動を長くやったこと
で、職場はだいぶ整理整頓ができていると思うのですが、ポカミ
スが依然として無くなりません。何をすれば良いでしょうか？

製造現場の
ポカミス防止の
ステップアップ

考
え
て
み
よ
う
！

誌上
経営
相談

ナガイシンクタンク 代表
現場改善支援事業
専門アドバイザー

長井 誠 さん

回　答

　

お
客
様
へ
の
納
入
品
に
不
良
が
発
覚

し
、原
因
を
調
査
し
て
み
た
ら
ポ
カ
ミ
ス

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、こ
こ
で
よ

く
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。不
良
発
生
時

に
は
、品
質
保
証
担
当
者
が
技
術
的
要

因
を
懸
命
に
調
べ
て
対
策
し
て
い
ま
す

が
、人
的
要
因
に
対
し
て
は
な
か
な
か

対
策
が
進
ま
な
い
。改
善
策
は
２
人
で

確
認
す
る
と
い
う
工
数
ア
ッ
プ
の
方
法

に
陥
り
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、も
う
少

し
深
く
探
って
み
ま
し
ょ
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は『
バ
ラ
ツ
キ
』で
す
。

❖
バ
ラ
ツ
キ
が
出
な
い
よ
う
に
作
業
し

て
い
て
も
、そ
の
作
業
の
や
り
方
が
バ

ラ
ツ
キ
を
生
ん
で
い
る
。

ポ
カ
ミ
ス
と
言
え
る
の
で
し
ょ

う
か
？

　

人
的
要
因
と
し
て
は
、技
能
力
・
体

調・精
神
状
態
の
他
に
作
業
者
が
抱
え

る
背
景
が
あ
り
、ポ
カ
ミ
ス
の
要
因
に
な

る
こ
と
が
多
い
で
す
。人
的
要
因
を
分

析
す
る
に
は
、動
機
的
要
因
を
調
べ
ま

す
。な
ぜ
そ
う
し
た
か
を
順
番
に
遡
る

分
析
方
法
で
す
。

　

習
慣
的
作
業
は
工
数
低
減
の
原
動
力

で
、正
し
い
や
り
方
を
考
え
る
こ
と
な
く

手
が
動
く
も
の
。そ
こ
に
狂
い
が
生
じ
て

ポ
カ
ミ
ス
と
な
る
の
で
す
が
、正
し
い
と

思
い
込
ん
で
や
っ
て
い
る
作
業
そ
の
も
の

に
ポ
カ
ミ
ス
の
原
因
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
作
業
者
の
癖
を
見

つ
け
る
の
で
し
ょ
う
。

　

非
常
に
簡
単
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
４
判
の
コ
ピ
ー
用
紙
を
使
っ
て
大・中・

小
の
三
つ
の
三
角
形
を
描
き
ま
す
。こ
の

時
、定
規
を
使
わ
ず
に一辺
20　
、40　
、60

　
の
三
角
形
と
し
ま
す（
こ
れ
を
狙
い
値

と
し
ま
す
）。こ
れ
を
下
記
の
Ａ
か
ら
Ｃ

の
条
件
を
特
定
の
組
み
合
わ
せ
で
実
際

に
作
画
し
ま
す
。

❖
Ａ
１
鉛
筆
、Ａ
２
ボ
ー
ル
ペ
ン　
　

❖
Ｂ
１
右
回
り
、Ｂ
２
左
回
り　
　

❖
Ｃ
１
右
手
、Ｃ
２
左
手

❖
作
画
す
る
場
所　

Ｎ
１
左
上
、Ｎ
２

　

中
央
、Ｎ
３
右
下

　

こ
れ
だ
け
の
実
験
で
す
。作
画
し
た

三
角
形
の
角
か
ら
角
ま
で
の
長
さ
を
定

規
で
計
測
し
て
、そ
の
結
果
を
特
定
の

計
算
式
で
計
算
し
、そ
れ
を
グ
ラ
フ
に

作
図
す
る
と
、作
画
者
の
癖
が一目
瞭
然

ら
Ｃ

実
際

Ｎ
２

し
た

を
定

定
の

フ
に

瞭
然

作業者個々の癖に合
わせて最良の作業を
してもらうこと。
直行実験により作業
の安定化、品質維持
を図ること。

に
現
れ
ま
す
。

　

Ａ
は
動
き
や
す
さ
の
違
い
、Ｂ
は
利
き

目
癖
や
腕
の
癖
、Ｃ
は
利
き
手
の
癖
、Ｎ

は
作
業
箇
所
に
よ
る
バ
ラ
ツ
キ
具
合
を

調
べ
る
た
め
の
ノ
イ
ズ
が
こ
の
作
画
作
業

実
験
の
因
子
で
す
。

　

こ
の
方
法
は
直
行
実
験
と
い
う
方
法

で
、研
究
開
発
の
現
場
で
効
率
的
に
研

究
開
発
を
進
め
る
の
に
多
数
の
企
業
で

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。計
算
式
は
簡
単

で
、パ
ソ
コ
ン
に
計
測
結
果
を
入
力
す
る

だ
け
で
す
。実
験
の
結
果
か
ら
作
業
者

の
癖
が
数
字
で
明
確
に
判
明
す
る
の
で
、

作
業
者
自
身
が
ま
っ
た
く
気
が
付
い
て

い
な
か
っ
た
癖
を
改
め
て
知
ら
し
め
る
こ

と
が
で
き
、作
業
の
安
定
化
に
非
常
に

役
立
ち
ま
す
。ち
な
み
に
、こ
れ
は
Ｌ
４

直
行
実
験
と
呼
び
、直
行
実
験
の
中
で

も
最
も
少
な
い
実
験
回
数
で
や
れ
る
の

で
、30
分
程
度
で
完
了
し
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

❖
基
準
作
業
と
し
て
決
め
た
作
業
手

順
は
、作
業
者
全
員
に
適
し
た
基
準

で
は
な
い
。

❖
作
業
者
個
々
に
利
き
手
＆
利
き
耳
＆

利
き
目
＆
身
長
＆
体
重
等
、す
べ
て

異
な
る
の
で
、作
業
者
個
々
に
最
良
の

や
り
方
が
存
在
す
る
。

↓
結
論
：
作
業
基
準
は
、作
業
者
個
々

の
癖
に
合
わ
せ
て
、明
確
に
目
に
見

え
る
よ
う
に
工
夫
し
、最
良
の
作
業

を
し
て
も
ら
う
こ
と
。

mm

mm

mm



YUSEIグループは、国内静岡、大井川、九州佐賀の3ヶ所に、
又グローバルな時代に対応すべく、1992年中国に進出し現
在、杭州3工場、蘇州2工場、広州、武漢、蕪湖、長春、天津に
各1工場、計10ヶ所においてソフトウェア開発、金型製作から
成形加工、蒸着、塗装、組立まで一貫生産を行っています。

リーダーシップ力強化研修11/14㈭
10：00～17：00部下の力を引き出すリーダーの育成！

今日、求められている「働き方改革」の中心であるリーダー。
経営トップの方針を受け止め、組織の生産性を向上させる推進者とし
て、強い意志と行動力が求められています。演習・グループ討議・発表
を通して、改めてリーダーの役割を確認し、組織力を強化する実行力
を持ったリーダー育成を図ります。
①管理者の役割と必須能力 ②問題解決スキル ③部下をやる気にさせる
④生き生きとした組織をつくる ⑤実行力を生むコミュニケーション

静岡商工会議所ビジネススクール

ロジカルシンキング研修11/20㈬
10：00～17：00ビジネスに必須の力！成長の力に変わる！

ほとんどの方から「よくわからない」「難しそう」「堅苦しそう」「理屈っぽ
そう」という答えが返ってくるロジカルシンキング。しかし、論理的に
考えること、混沌とした情報からシンプルな答えを出すための手法こ
そが「ロジカルシンキング」です。
プレゼンテーションや企画提案書作成等にも非常に有効です。
①ロジカルシンキングとは何か？ ②ロジカルシンキングに踏み込む
③ロジカルシンキングを極める

静岡商工会議所ビジネススクール

会場：静岡商工会議所 4F 会議室　　参加費：会員13,200円、一般：16,500円（教材費・税込）
必要事項をご記入後FAX（054-253-5119）にてお申込ください。 お問合せ IPTEL：050-3528-0853（直通） https://www.cci-biz.com/shizuoka/

社長の悩みをすぱっと断ち切る
静岡いちばんのビジネスコーチ
社長の悩みをすぱっと断ち切る
静岡いちばんのビジネスコーチ

たった3つの質問で、社長のビジネスと人生を24倍豊かに！
「コーチングを受けて自分と会社の方向性が明確になった」
「聞いてくれる人がいると思うだけで気持ちが楽になる」
「公認会計士・税理士によるコーチで、いまの税理士では
得られない気づきや学びがあり、すばらしい」
という声をいただくコーチング、毎月3名のみ限定募集中！

〒422-8005　静岡市駿河区池田616-2-102
TEL 054-267-2370

みらいリッチコーチ　白岩 俊正

兼愛国際特許事務所

取扱分野：ＩＴ、ＩｏＴ、ソフトウエア、ＷＥＢ関連技術、
　　　　　食品、化粧品、電機、機械、構造物などの発明

〇ランチョンミーティング（お弁当、お飲み物付無料相談会）
〇出張無料相談会（貴社にお伺いします）
〇来所無料相談会

～特許出願・権利化、権利利活用、侵害対応、調査～

特許無料相談会実施中

http://www.kapat.jp

事業承継への“壁”をのりこえるプランと支援事業承継への“壁”をのりこえるプランと支援
自社株式の贈与税・相続税が一定要件のもと、納税猶予又は免除されます。

事業承継への“壁”をのりこえるプランと支援

長谷川清太 税理士事務所
〒422-8041 静岡県静岡市駿河区中田3-1-5 松永ビル2F 
TEL054-203-6005　FAX054-203-6015
HP／e-hase.com　メールアドレス／hasegawa@fuji-con.net

事業承継計画

1. 自社株の相続（贈与）について心配だ。
2. 後継者に保証債務を引き継がせたくない。
3. 何をすべきか何から手を付けていいか
　 分からない。

4. 退職後の生活に心配がありなかなかリタイア
　 できない。
5. 後継者はいるがまだ実力不足で引き継ぎができない。
6. M&Aについて興味があるがコストが高いと聞く。

以下の様な経営者様のお悩みを解決致します。

私たちがご相談にのります

税理士
（東海税理士会所属）
長谷川 清太

国家資格・
2級ファイナンシャル・
プランニング技能士
原　摩実子



賞 品

・  お菓子詰合せ
・  アイスクリーム詰合せ
・  人気テレビゲームソフト

正解数3位 W
PRESENT

・  ドライヤー
・  オーブントースター
・  焼き肉ペアご招待券

正解数2位

参加方法
❶ 右のQR コードでカメラを起動させ、イラスト「謎解き名探偵」に かざすと謎（問題）がでてきます。
❷ その謎（問題）がとけたら、画面をタップすると応募メールに移行します。
❸ 「答え」と必要事項を入力して送信するだけで応募は完了です。
❹ 後日正解者の中から、厳選なる抽選の結果、登録アドレスにて お知らせし、発送をもって発表と
させていただきます。

さあ、まずはこのチラシのわくわく探偵の謎解きからはじめてみよう。

➡

上記QR からカメラを起動させ、上
のイラストを画面いっぱいにかざす
と謎（問題）がでてきます。

・  人気テレビゲーム
・  テレビ
・  お寿司ご家族ご招待券（4名様分）

正解数1位
謎解きラリーに応募した方に、今川義元
公生誕 500 年を記念して、今川シリーズの
デジタルフレームをプレゼント 。
今川のキャラクターと一緒に写真を撮ろう !

今川キャラクター
デジタルフレームプレゼント ! 

「駿府秋のわくわく祭」は、静岡市内の商店街と大型店などが参加し、懸賞企画・福袋・イベント・セールなどを行う大商業祭です。

ディナー 
ペアお食事券 

（くじがなくなり次第終了）

静岡おみやプロジェクト
余ハ此處ニ居ルプロジェクト

200名様

タオルハンカチ
1,100名様

今川義元公生誕500年記念
今川さんクリアファイル
1,900名様

ウェットティッシュ

【旅行取り扱い】静鉄観光サービス株式会社
（第1種 観光庁長官登録旅行業 第153号）
※旅行出発日は令和元年12月～令和2年1
月予定。※空港までの交通費および実行委
員会設定費用を超えた場合は、当選者ご本
人様のご負担となります。※その他詳細に
ついては、当選者にご連絡いたします。

　『ホテルアソシア静岡』または『ホテルセンチュリー静岡』

15組30名様

※参加店は裏面をご覧ください。
※ラッキー賞はその場でお渡しいたしますが、それ以外は当選者様に郵送となります。
※くじの配賦基準は概ね1,000円で1枚が目安ですが、参加店によって異なります。

わくわくグルメ賞 わくわく静岡おみや賞

プチラッキー賞

わくわくラッキー賞

わくわく今川さん賞

1名様1名様 3名様3名様 6名様6名様

主催／静岡商工会議所「駿府秋のわくわく祭実行委員会」 協力支援／静岡市・静岡市清水商工会
後援／静岡新聞社・静岡放送・テレビ静岡・静岡朝日テレビ・静岡第一テレビ・日本経済新聞社静岡支局・中日新聞東海本社・朝日新聞静岡総局・毎日新聞静岡支局・
　　　読売新聞静岡支局・産経新聞社静岡支局・K-mix・76.9FM-Hi!・マリンパル 76.3（順不同）

10/4金 17：００～18:30
[場所]ＪＲ静岡駅北口地下広場

オープニング
イベントのご案内

オープニングセレモニー
17：35～

わくわくコンサート
＜炎のギタリスト 原大介さん＞第1部

17：00～17:30

第2部

好きな賞品をゲットしよう!正解数によりそれぞれの中から選べます。

方法は簡単！さあ、チャレンジしてみよう！！

秋のグルメセット
五千円相当の

肉・海産物・果物のいずれか

50名様 19,425名様

オープニング
セレモニーご参加の
限定100名様に
わくわく福袋プレゼント!

※写真はイメージです

※写真はイメージです

「 謎解き名探偵」に隠された謎(問題)を解いて、その場で応募できる謎解きラリーが登

場! 

謎解きは全部で 5 問。その場で解いて、その場で応募。1問ごとに応募できるから、1 問で

「謎解き名探偵」

駿府秋のわくわく祭 検索HPイベント情報も
ご覧ください

静岡商工会議所商工観光課
〒420-0851 静岡市葵区黒金町20-8 TEL054-253-5113

お問合せ
平日のみ

金～ 日金～ 日

この秋は商店街や
大型店のお店を愉しもう

!!

わくわく
フライト
賞

わくわく

賞

わくわく
フライト
賞

わくわく

ディナー
賞

わくわく

ディナー
賞

わくわく

ディナー
賞

わくわく　数当て謎解きラリー

わくわく
（くじがなくなり次第終了）

スピースピードくじ ペア旅行券
令和 発祥の地 福岡への令和 発祥の地 福岡への
富士山静岡空港から
出発の往復チケット 2組4名様

… キミはいくつ答えられるかな …

フフフフフフフフ

豪
華
賞
品
が

当
た
る品が
品
がるるるるる

！！！！



その他当事務所サービス
毎月ご訪問による税務監査、税務申告決算業務
事業承継・経営改善サポート業務
投資や採用計画に基づいた経営計画作成、資金繰り表作成 など　経営に関する全般をサポートいたします。

弥生会計・弥生販売・弥生給与・弥生顧客の導入や運用方法でお悩みなら、ぜひ当事務所にご相談ください。
導入・指導実績豊富なスタッフが、お客様のご希望に合ったソフトの選定から導入、実際の運用方法まで丁寧に対応いたします。
無料体験セミナーや活用セミナーも毎月実施中。詳しくはホームページ又はお電話にてお気軽にお問い合わせください。
（無料体験セミナー）  弥生会計  2019年10月9日（水）13：30～15：00　弥生販売  2019年10月9日（水）15：15～16：45

いよいよ今年１０月から、消費税が１０％に引き上げれ、軽減税率がスタートします。
必要な準備はお済ですか？

タブレット端末を利用したPOSレジ導入からキャッシュレス決済、そして会計ソフトへの連動まで、お客様の「こうしたい！」を当事務所がまるっとサポートいたします！

□お客様の情報管理をもっと簡単にしたい。
□キャッシュレス決済に対応したい
□レジを打ったら、それがそのまま会計と連動してほしい

特に理美容業
飲食業の方にお勧め！

WEB：http://www.tax.io/ 又は 原耕司税理士事務所 検 索
↑↑

原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所
〒421-1213  静岡市葵区山崎2丁目35-33  TEL：054-277-2525  MAIL：info.haratax@gmail.com

当事務所は
『経営革新等支援機関』です！

今話題の
キャッシュレス決済
にも対応！

弥生各種ソフトの導入は経験豊富な当事務所にお任せください

レジから財務会計までサクッと連動！
業務管理を簡単に！

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482

10月16日㈬ 14：00～
TEL054-353-3402
10月29日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113

商工会議所 清水事務所
　
商工会議所 静岡事務所



静岡市清水産業・情報プラ静岡市清水産業・情報プラザ入居者ご紹介入居者ご紹介静岡市清水産業・情報プラザ入居者ご紹介

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17 静岡市清水産業・情報プラザ713号室
TEL 054-625-5707　FAX 054-625-5708
http://toyscabin.com/

㈱トイズキャビン
〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17 静岡市清水産業・情報プラザ611号室
TEL 050-5881-3169
http://ascendworks.net/

Ａｓｃｅｎｄ Ｗｏｒｋｓ㈱

豊富ドローンスペシャリスト育成スクール
様々な分野でドローンを使用する機会が増えてきています。オ

ペレーターは、安
全管理を徹底す
ることが求められ
ます。当スクール
では、現場で培っ
てきた経験を活か
し、正しい知識を
持ったパイロットを
育成いたします。

製造業の救世主となります！！
当社は、これまで自動化が困難であった製造業向けに、ＡＩや

ＩｏＴを駆使した情報管
理製品やロボティクス
製品を取り扱っており
ます。労働力不足解
消や働き方改革など、
抜群の支援をいたしま
す。是非ともご相談く
ださい。

ガチャガチャに魂を吹き込む会社
硬貨を入れてハンドルを回し、出てきたカプセルをワクワクしな

がら開ける・・・。そ
んな体験、誰しも
あると思います。
私たちは、大人も
楽しめる「マニア
ックでハイクオリ
ティ」のガチャガチ
ャを造り続けます。

食品でこんな商品作りたい。ご相談ください。
弊社は商品を作りたいけ
ど、どこに依頼したらよい
か分からないなどお困りの
得意先様に工場選定か
ら製品製造、販売をして
います。また、食品製造工
場で営業がいない場合の
営業代行なども承ります。
お困りの場合は、ぜひ一
度ご相談ください。

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17 静岡市清水産業・情報プラザ709号室
【本社所在地】〒420-0882 静岡市葵区安東3-19-11-2
TEL 054-247-6576　FAX 054-247-6577　http://toyotomisys.com

㈱豊富

確定申告の準備は
できていますか？

わが社は、主に会社の経理・
税務申告をやっている会社で
す。わが社のモットーは、親
切・丁寧です。どんな些細な
お悩みでも親身にご相談に
のりますので、ぜひお気軽に
お問い合わせください。
初回1時間相談無料です。

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17 静岡市清水産業・情報プラザ711号室
TEL 054-349-2367　FAX 054-333-5505
http://www.t-a-x.biz/

さくら総合税理士法人

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17 静岡市清水産業・情報プラザ706号室
TEL 054-355-3322　FAX 054-355-3323

マツダフード

昨今「終活」という言葉をよく見聞きしますが、終活とは単に死
の準備ではなく、人生の終焉を通じて自分らしく生きる活動の

ことです。相続・遺
言・保険・介護・年
金・葬儀等々相談
者の考えを専門家
に繋げるのがカウ
ンセラーの役割で
す。まずはご相談く
ださい。

「終活カウンセラー」のいる不動産屋さん

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17 静岡市清水産業・情報プラザ702号室
TEL 054-355-5311　FAX 054-355-5312

ユニット・デザイン　Unit Design

300円（税込）

わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー　特別企画

起業・創業者育成室入居者募集中！　お問合せ先／清水事務所 産業振興課　TEL 054-355-5400



わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

〒424-0206 静岡市清水区興津清見寺町1375-16
TEL 054-369-6666　FAX 054-369-5300
http://www.shimizufaz.co.jp

清水港振興㈱

〒424-0303 静岡市清水区但沼町字荒田1165-1
TEL 054-340-1922　FAX 054-340-9040
http://mat.shizuoka.jp/

フロアマット専門店R.S　㈱天野

〒420-0805 静岡市葵区城北2-10-31 102号
TEL 054-659-7714　FAX 054-248-4714
http://www.in-pro.jp

インタープロダクト㈱

10月13日㈰9：30～15：00
清水区の興津国際流通セ
ンターで開催。地元の銘菓・
農産品、山梨県・長野県の
特産品販売やフードコーナ
ーをはじめ、エンタメステージ、
レアカー集合、フラワーオー
クション、大抽選会など、盛り
沢山の内容です。

第19回 
清水港興津フェア

〒424-0879 静岡市清水区有度本町5-18
TEL 090-7957-0881
http://www.mokupere.com/

もくぺれGALLERY kino

㈱トヨトミより新型ペレットスト
ーブMimiが発売になりまし
た。2018年度グッドデザイン
賞を受賞したお洒落なストー
ブです。ぽかぽかとした暖かさ
と美しい炎が上質な生活空
間を演出いたします。

お洒落な
ペレットストーブ
新発売！

本体価格 418,000円（税込）

世界中でたったひとつ！あなた
の会社やショップのロゴで、マ
ットを作ってみませんか？スポ
ーツチームやホテル、結婚式
場など、おしゃれなデザインの
マットで、お客さまをお迎えしま
しょう！写真も印刷可能です！

オーダーメイドの
「カーマット・
玄関マット」

6,600円（税込）

地震時には即断してしまう感
震ブレーカー。暗い中では避
難が大変ですよね。15分後
（業界最長）に遮断し、より安
全に避難できる商品です。

地震時の避難経路
に明かりがついて
いたら安全です!

オープン価格

人気のたこ焼き店が居酒屋をオープン！
スーパーの店頭やイベン
ト等でたこ焼きを販売して
いるたこでんが「たこでん
酒場」になって呉服町通
りにオープン！酒場と言っ
ても店内は禁煙なので、
お酒が飲めない女性や
子供だけでも大歓迎。も
ちろん、テイクアウトもやっ
てます。

〒420-0031 静岡市葵区呉服町2-5-13 1階
TEL 054-204-7373
http://takoden-sakaba.jp/

㈱朶伝　たこでん酒場

今話題の「バスクチーズケーキ」
真っ黒焦げ目にびっくり！
これは、わざと焦がすため、
温度管理が難しく100回
以上の試作を繰り返した末
にようやく完成。アクセント
にピンクペッパーと駿河湾
深層水の塩を加えた大人
味。一度食べたら忘れられ
ない極旨チーズケーキです。

〒420-0035 静岡市葵区七間町19-1 人宿町離宮A1
TEL＆FAX 054-251-0200
http://www.suzutora.info/

㈱ベルエキップ・プラス（店名すずとら）

1ピース 450円（税抜）



国産の和牛をはじめ、８種類のお肉と90分間の飲み放題が付
いた当店自慢の
コースです。令和
の歓送迎会、忘
新年会の場にい
かがでしょうか。
本コースのご予
約は、４名様から
承っております。

焼肉 芳龍 「宴会コースプラン」
1Fはバリアフリー、2Fは最大30名様までご利用可能。1名様
ずつ落ち着いて召し上がることも、盛り込み料理で仲良く楽し

むことも、ご予
算に合わせた
お料理の組み
替えもできま
す。お気軽に
お問合せくだ
さいませ。

宴会コースご予約受付中!! 盛り込み対応も◎

まだまだ馴染みの薄い
シャモですが、県内外
の方々に「駿河シャ
モ」を気軽に味わって
いただきたいとの思い
から、このたび串焼き
やラーメンといった定
番メニューでの提供を
開始いたしました。

絶品「駿河シャモ」の二刀流！

5,000円（税込）

静岡県内では、ここでしか食べられません。カルビ丼を主軸に
上カルビ丼、上ハラミ丼、上てっちゃん丼や、定食なども揃え、

がっつり系も
大満足。スン
豆腐は全８種
で女性に大
人気。ヘルシ
ー健康志向
のスン豆腐が
魅力の一つ。

京都発祥 全国展開するカルビ丼とスン豆腐のお店

カルビ丼 380円（税込）～、スン豆腐 630円（税込）～

〒420-0034 静岡市葵区常磐町2-5-17 ＯＳ常磐ビル1階
TEL＆FAX 054-266-5014
http://yakinikuhouryu.web.fc2.com/

焼肉 芳龍

能登から取り寄せた珪藻土の釜で焼いたピザは、シェフ自慢の
もちもちサクサク
な生地と、ほどよ
い酸味のトマトソ
ースが絶妙なバラ
ンスです！ピザ、パ
スタランチ1,300
円（税抜）は、当店
おすすめです。

ワインも楽しめるカジュアルなレストラン

ピザ 1,000円（税抜）～

〒421-0113 静岡市駿河区下川原4-19-16
TEL＆FAX 054-659-5674
https://sperare0305.wixsite.com/sperare

Restaurant Sperare  レストラン スペラーレ

〒420-0068 静岡市葵区田町2-141
TEL 054-254-2955　FAX 054-251-2701
http://www.sushi-kou.jp

寿し幸　本店

〒422-8067 静岡市駿河区南町10-11
TEL＆FAX 054-266-5339

あさ八 ［㈱キチジツ］

〒422-8063 静岡市駿河区馬渕4-10-10
TEL 054-288-5517
http://kandon.jp

韓丼 馬渕店 ［㈲森や］

〒420-0812 静岡市葵区古庄3-18-23 チサンマンション古庄1階
TEL＆FAX 054-297-5603
https://www.waiwai-tomato.com/

らーめんダイニングWai・Wai

トマトらーめん専門店の「トマトスープ」
「食べたいし、美味しいんだけど、作るのに手間と時間が掛かる
難しいトマト料理」そんな奥様たちのちょっとした悩みを解消。
ご家庭で簡単に“プロの味のトマト料理”をご賞味ください！
ＨＰ上で料理レシピ公開中！

1,290円（税抜） 880円（税抜）

わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー　特別企画



〒424-0821 静岡市清水区相生町7-26
TEL＆FAX 054-353-3580
http://bsitalia1997.com

バール スパゲッテリア  イタリア dal 1997

〒420-0026 静岡市葵区大鋸町5-9
TEL＆FAX 054-254-8114
http://gosyomaru.sakura.ne.jp

御所丸
〒422-8063 静岡市駿河区馬渕2-6-6-1
TEL＆FAX 054-284-5050

和食処 文次亭

〒422-8011 静岡市駿河区根古屋162-1
TEL 054-237-5903　FAX 054-237-5080
http://www.sangria.co.jp

サングリア 久能店 ［㈱エス・アール・シー］

今年の日本大会は7月14日
東京で開催され、サングリア
久能店が出場2回目にして優
勝!! 9月15日にスペインで開
催される国際大会に出場しま
す。大会結果は久能店まで！
なお、久能店に全室オーシャ
ンビューの個室ができました。

国際パエリアコンクール
日本大会 優勝！

バリアフリーの店内。県産米と野菜・玉子に京都の老舗の品
で整える月替わり
の茶懐石。煮梅・
干菓子に最高級
抹茶。御食後に30
種以上の中から和
文化の学習はいか
がでしょうか。３日以
上前のご予約をお
願いいたします。

『カルチャーランチ』でお楽しみください！

4,040円（税込）

〒421-3103 静岡市清水区由比314
TEL 054-375-2039　FAX 054-375-4415
http://sakuraebi-itutuya.com

井筒屋

大正５（1916）年の
創業。静岡県由比
本陣公園近くにある
料理店です。当店の
自慢は、言わずと知
れた由比名物・桜え
びのかき揚げと地魚
を取り入れた「駿河
定食」です。ぜひ一
度ご賞味ください。

由比特産の桜えびを地元由比でお楽しみください！

駿河定食 1,950円（税込）

毎日、市場で仕入れた新鮮な食材を使った懐石コース。先付
からデザートまで、
できる限り静岡の
食材にこだわり、一
つ一つ丁寧に作っ
ています。お食事
は、土鍋で炊く炊き
込みごはんです。
ぜひ一度、お越しく
ださいませ。

季節のお料理 和の心をお届けいたします。

平日限定ランチ 3,500円（税抜）

〒424-0887 静岡市清水区谷田8-2
TEL 054-347-7888　FAX 054-347-7889
https://www.nasubi-ltd.co.jp/

NASUBI GROUP ［㈱なすび］

静岡市と旧清水市が合併
した際に考案したお茶割り
です。お茶は静岡の本山
茶と、清水の両河内茶から
お選びいただきます。焼酎
も静岡産に拘りました。

名物！
選茶割り

ボトル 1,580円（税抜）
グラス 530円（税抜）

パエリア 2,800円（税抜）～

イタリアの美味しい秋
今年は、gnocchi
ニョッキが食べた
い！！ゴルゴンゾー
ラやカボチャも美
味しいけれど、秋
はやっぱりポルチ
ーニ茸のソース
でお召し上がりく
ださい。

1,760円（税込）

わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー　特別企画



〒420-0837 静岡市葵区日出町6-19
TEL＆FAX 054-252-7635

桃翠茶寮

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町11-1
TEL 054-252-0131　FAX 054-253-9213
http://fugetsuro.co.jp

浮月楼

徳川慶喜公が明治初頭か
ら約30年間過ごした静岡
時代、その中で最も時間を
費やしたのが狩猟と言われ、
特に鴨猟を好みました。
浮月楼では忘新年会シーズ
ンに向け、特製の「慶喜公
御狩場鍋」付き懐石料理を
期間限定で提供いたします。

忘新年会コース
（フリードリンク付）

10,000円（税込）

フォアグラと海の幸をご堪能ください！
鉄板焼きレストラン ドン・岩﨑は、開店12周年記念特別コース

をご提供中。コース
では、フォアグラのソ
テー、活きエゾ鮑の
ステーキまたはカナ
ダ産オマール海老
の海の幸と特選国
産牛のステーキなど
が楽しめます。是非
お越しください。

〒422-8066 静岡市駿河区森下町1-30
TEL＆FAX 054-202-7255
定休日 月曜日（祝日の場合営業、翌日休み）

鉄板焼きレストラン ドン・岩﨑 ［㈱グルマン］

〒420-0013 静岡市葵区八千代町63-4
TEL 054-255-5511　FAX 054-266-5541
http://www.y-sushitetsu.net

八千代 寿し鐵

駿河湾の幸を味わう

3,960円（税込）

朝獲れの新鮮な駿河湾の幸を存分に楽しめるおきまりセットが
「駿河のにぎり
セット」です。しら
すの茶碗蒸しと
桜えびのかき揚
げが付いていま
す。静岡在住の
方にこそ召し上
がっていただき
たい一品です。

飲み放題付きパーティコース（５名様～）

4,000円（税込）～

四川料理を中心とした中国料理のお店です。飲み放題が付
いたパーティコース
は、みんなが好きな
定番メニューばかり
で宴会におすすめ
です。なお、10名様
より貸切にできます。
他のお客様を気に
せず、仲間同士で
盛り上がれます。

秋の味覚を五感でお楽しみください
おすすめは月替わりのコー
ス5,000円（税抜）。旬の
食材を使った秋の料理が
並びます。そして、多くのお
客様から人気のある黒毛
和牛の網焼き。季節の移
り変わりを感じる、岩市の
料理に和の心が和みます。
料理と共に、全国の地酒
もご賞味ください。

〒420-0816 静岡市葵区沓谷3-4-22
TEL＆FAX 054-293-4151

遊菜巧房 岩市

9,700円（税込、サービス料10％別）

〒420-0923 静岡市葵区川合2-1-17
TEL＆FAX 054-261-9830
https://yoshinosushi.eshizuoka.jp/

千代田吉野鮨本店 ［㈲千代田鮨］

静岡で一番『白身魚の鮨』の多い店！
約８０種類の鮨ネタ！和食の板前もおり、天ぷら、焼物、煮物も
ご提供。静岡中央魚市場に一番近い店。毎朝６時の市場で
今日一番の魚、貝、野菜を買い付けています。宴会も５０名収

容可能。予
算はご相談
ください。ま
た、キヨスク
にて鯖、鯵、
稲荷の弁当
も販売中！

会員事業所限定で、年に1回無料掲載できます。申込方法等の詳細は わが社自慢 検　索で掲載事業所 募集中！
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星　座 ： かに座
血液型 ： B型
趣　味 ： 子育て
ＴＥＬ ： 054-255-1111
Ｈ　Ｐ ： https://www.cyuden.co.jp/

高井 智子さん
中部電力㈱ 静岡支店　広報グループ 主任
た か 　い 　　 と も 　こ

星　座 ： しし座　血液型 ： Ｂ型
趣　味 ： 旅行、子供と過ごす時間
ＴＥＬ ： 054-347-1355
Ｈ　Ｐ ： http://kamomeya.pink/

長岡 智美さん
な が お か 　と も 　み

㈱かもめ屋　代表取締役社長
静岡商工会議所青年部 令和元年度 ビジネスdeハッピー委員会副委員長

　

当
社
は
駿
河
湾
産
の
食
品
を
扱
う
メ

ー
カ
ー
で
、全
国（
主
に
宅
配
食
品
、問

屋
）へ
安
心
安
全
を
お
届
け
し
て
お
り
ま

す
。子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、環
境

や
体
に
配
慮
し
た
素
材
そ
の
も
の
を
生

か
し
た
食
品
を
企
画
し
、商
品
化
し
て
い

ま
す
。（
一
番
人
気
は
ツ
ナ
缶
！
）

　

こ
だ
わ
り
の
商
品
は
、美
味
し
い
の
は

も
ち
ろ
ん
、赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
生
産
者

と
取
り
組
ん
で
作
っ
て
い
ま
す
。添
加
物・

化
学
調
味
料
は
不
使
用
。人
体
へ
与
え

る
影
響
も
考
慮
し
、包
装
資
材
に
ま
で
こ

だ
わ
り
ま
す
。ス
タ
ッ
フ
は
全
員
女
性
、私

自
身
も
子
を
持
つ
母
親
目
線
で
物
事
を

捉
え
、日
々
食
品
に
対
す
る
知
識
を
深
め

て
お
り
ま
す
。

　

由
比
の
桜
え
び
を
は
じ
め
、静
岡
の
特

産
物
を
扱
う
食
品
卸
と
し
て
、全
国
か

ら
世
界
へ
と
静
岡
の
魅
力
を
伝
え
貢
献

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
た
め

に
は
一
刻
も
早
い
水
産
資
源
管
理
と
回

復
を
願
い
、持
続
可
能
な
海
の
豊
か
さ
を

維
持
す
る
た
め
、駿
河
湾
の
海
の
環
境
と

生
態
系
を
守
る
取
り
組
み
や
発
信
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

静
岡
の
特
産
物
を
扱
う
食
品
卸
と
し
て

全
国
か
ら
世
界
へ
と
静
岡
の
魅
力
を
発
信

今
ま
で
以
上
に「
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
」と
な
る
べ
く
挑
戦



※インタビュアーの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

今川義元公の
大河ドラマ化を

数
年
は
か
か
る
」と
さ
れ
る
か
ら
、大
抜

擢
と
い
え
る
。

　

心
に
残
る
実
況
シ
ー
ン
は
、「
奇
跡
の

バッ
ク
ホ
ー
ム
」と
言
わ
れ
た
第
78
回（
１

９
９
６
年
）夏
の
甲
子
園
で
の
松
山
商
業

対
熊
本
工
業
の
決
勝
戦
と
、中
学
２
年

生
の
岩
崎
恭
子
さ
ん
が
金
メ
ダ
ル
を
と
っ

た
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪（
92
年
）女
子
２
０
０

ｍ
平
泳
ぎ
決
勝
。「
岩
崎
さ
ん
は
私
と
同

郷
で
実
況
に
は
力
が
入
り
ま
し
た
」。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
に
は
描
写
力
、構
成

力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。例
え
ば
、野
球
中

継
。３
塁
打
の
場
合
だ
と
、ま
ず『
抜
け

た
』と
言
っ
て
、長
打
を
予
感
さ
せ
る
描

写
を
し
ま
す
。こ
れ
は
、ほ
ん
の
一
例
で

す
が
、表
現
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、つ
ま
り

　
「
実
況
は
佐
塚
元
章
で
し
た
」―

。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
、こ
ん
な
声
を
耳
に

し
た
方
は
多
い
だ
ろ
う
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ス
ポ

ー
ツ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
高
校
野
球
や

バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
な
ど
数
々
の
メ
ジ
ャ
ー

大
会
を
中
継
し
て
き
た
。

　

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
ラ
ジ
オ
の
野
球

放
送
を
よ
く
聴
い
て
い
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
を
志
望
し
た
の
は「
極
論
す
れ

ば
甲
子
園
球
場
で
高
校
野
球
の
実
況
を

し
た
か
っ
た
ん
で
す
ね
」。

　

入
局
３
年
目
の
夏
、初
任
地
徳
島
の

時
に
歴
代
最
年
少
の
24
歳
で
甲
子
園
実

況
の
夢
が
か
な
う
。「
通
常
は
入
局
後
、

引
き
出
し
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
、瞬
時
に

そ
の
描
写
、イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ぶ
言
葉
が

出
て
く
る
の
が
理
想
で
す
ね
」。

　

定
年
後
の
現
在
、ラ
ジ
オ
の
定
時
ニュ

ー
ス
の
原
稿
を
読
む
。ス
ポ
ー
ツ
や
放
送
、

言
葉
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
も
多
い
。

　

故
郷
静
岡
の
盛
り
上
げ
へ
今
川
義
元

公
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化
を
熱
望
す

る
。「
先
日
、歴
史
学
者
の
小
和
田
哲
男

さ
ん（
静
岡
大
学
名
誉
教
授
）の
講
演
を

聴
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。小
和
田
さ

ん
は
、来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公

明
智
光
秀
の
時
代
考
証（
大
河
７
作
目
）

を
担
当
さ
れ
て
い
て
、こ
れ
か
ら
は
明
智

と
か
、歴
史
上
必
ず
し
も
賞
賛
さ
れ
て

い
な
い
人
物
に
も
光
を
当
て
て
い
き
た
い

と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃっ
て
い
ま

し
た
。な
ら
ば
チ
ャ
ン
ス
到
来
で
す
ね
」。

　
「
義
元
公
は
桶
狭
間
の
戦
い
で
織
田

信
長
に
敗
れ
ま
し
た
が
、最
近
は
優
れ

た
政
治
家
な
ど
と
再
評
価
す
る
声
が
出

て
い
ま
す
。光
秀
が
メ
イ
ン
の
ス
ト
ー
リ

ー
に
な
る
な
ら
、義
元
公
は
大
河
の
主

役
の
資
格
十
分
で
す
」と
い
う
わ
け
だ
。

　

今
年
は
、義
元
公
生
誕
五
百
年
で
も

あ
る
。「
小
和
田
さ
ん
は
今
川
氏
研
究
の

第
一
人
者
。〝
舞
台
装
置
〞は
揃
っ
て
い
ま

す
」。

（
文
：
長
田
義
明
、写
真
提
供
：
佐
塚
さ
ん
）

岩
崎
さ
ん
の
金
メ
ダ
ル
を
実
況

明
智
光
秀
登
場
で
好
機
到
来

スポーツジャーナリスト
元ＮＨＫアナウンサー

佐塚元章さん

Motoaki Sazuka
静岡市葵区生まれ。県立静岡東高校卒業。早稲田大学教育学部卒業。1973
年、NHK入局（アナウンサー職）。広島、名古屋、大阪、静岡放送局チーフア
ナウンサーなどを経て、東京ラジオセンターキャスター、2015年退職。68歳。
高校野球・プロ野球の実況25年、ソウル、バルセロナなど４都市の五輪実況。
現在、法政大学講師。東京運動記者クラブ会友。11年からNHKラジオの長
寿番組「ひるのいこい」の語りを5年間毎日担当。スポーツジャーナリストとし
てテレビ、ラジオに出演、全国で講演活動を続ける。著書に「スポーツ好きは
甲子園とオリンピックから始まった」（文芸社）など。
Sazuka2614@s8.spaaqs.ne.jp



地産地消

　
一
松
園
は
、国
道
１
号
沿
い
し
ず
て
つ
ジ
ャ
ス

ト
ラ
イ
ン
の
バ
ス
停
丸
子
橋
入
口
の
す
ぐ
近
く
、

東
海
道
の
丸
子
宿
の
中
に
あ
り
ま
す
。店
主
の

小
野
田
さ
ん
に
創
業
年
を
訊
ね
た
と
こ
ろ「
分

か
ら
な
い
」と
の
残
念
な
返
答
。し
っ
か
り
と
し

た
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
で
す
が
、江
戸
時

代
か
ら
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
２
５
０
年

位
経
っ
て
い
る
の
で
は
と
の
こ
と
。元
々
は
冠
婚

葬
祭
の
仕
出
し
が
始
ま
り
で
、徐
々
に
現
在
の

形
の
料
理
店
に
な
っ
て
いっ
た
そ
う
で
す
。客
層

は
０
〜
１
０
０
歳
ま
で
と
幅
広
く
、昨
今
は
小

さ
な
子
供
を
連
れ
た
若
い
ママ
さ
ん
グ
ル
ー
プ
が

多
い
と
の
こ
と
。ま
た
、東
南
ア
ジ
ア
や
ロ
シ
ア・

ド
イ
ツ
な
ど
芋
を
食
べ
る
国
か
ら
の
外
国
人
客

も
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

１
６
９
１
年（
元
禄
４
年
）、松
尾
芭
蕉
が
詠

ん
だ「
梅
若
菜 

丸
子
の
宿
の
と
ろ
ろ
汁
」と
い
う

句
が
あ
り
、駿
府
出
身
の
戯
作
者・十
返
舎
一
九

が
出
版
し
た「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」に
も
丸
子

宿
の
と
ろ
ろ
汁
が
登
場
し
ま
す
。と
ろ
ろ
汁
は
、

江
戸
時
代
か
ら
丸
子
宿
の
名
物
と
認
め
ら
れ
て

お
り
、東
海
道
三
大
名
物
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い

ま
す（
残
り
は
湖
西
新
居
宿
の
う
な
ぎ
、三
重

県
桑
名
宿
の
焼
き
は
ま
ぐ
り
）。

　

同
店
の
と
ろ
ろ
汁
は
、腕
の
良
い
複
数
の
契
約

農
家
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
自
然
薯
を
丁
寧
に
す

り
下
ろ
し
、厳
選
し
た
白
味
噌
と
焼
津
の
か
つ

お
出
汁
を
合
わ
せ
た
も
の
。滋
味
溢
れ
る
と
ろ

ろ
汁
が
の
ど
を
通
る
と
き
の
爽
快
感
と
口
に
残

る
大
地
の
香
り
が
何
と
も
言
え
ず
、何
杯
で
も

食
べ
ら
れ
ま
す
。自
然
薯
は
消
化
も
良
く
ヘ
ル

シ
ー
で
、老
若
男
女
の
健
康
食
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、今
夏
の
猛
暑・異
常
気
象
で
疲
れ
た
体

に『
と
ろ
ろ
汁
』は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

名
物
に
う
ま
い
も
の
あ
り
、

一
松
園
の
と
ろ
ろ
汁【メニュー】

【営業時間】

【施　設】

【所在地】

とろろ汁セット1,400円～4,680円
（10種類）／一品料理 揚げとろ
760円、むかご 580円、山かけ
1,100円　※価格は税別
11時～19時30分（L.O.19時）
定休日：火曜日
お座敷席160名（脚の悪い方用の
高座椅子あり）／駐車場15台
静岡市駿河区丸子7-11-5
TEL ０５４‐259-5454

一
ト
ラ

東
海

小
野

か
ら

た
記

代
か

位
経

葬
祭

形
の

は
０

さ
な

多
い

ド
イ

も
増１

ん
だ

とろろ汁セット「駿河」（とろろ汁、麦入り御飯、刺身、揚げとろ、赤だし、季節の果物、お新香）2,850円　※写真には果物がありません。

安
倍
川

東海

道本
線・東

海道新幹
線

東海

道本
線・東

海道新幹
線

JR静岡駅JR静岡駅JR静岡駅

駿府城駿府城
公園公園
駿府城
公園

浅間神社

至
岡
部

静清
バイ
パス

小野田高志氏店主



静岡県中小企業再生支援協議会
〒420-0851　静岡市葵区黒金町20-8　静岡商工会議所会館3階
TEL 054-253-5118　FAX 054-253-7895

相談は無料！
秘密は厳守！

中小企業の再生経験豊かな専門
家6名が常駐し、いつでもあなた
の相談に応じます。

地域全体が
バックアップ！！

静岡県内の中小企業支援団体や
金融機関など、地域が一体となっ
て企業再生をバックアップします。

キャッシュフロー不足等、財務上の問題をはじめ様々な経営課題
を抱えているが、将来性の見通しと事業再生の意欲がある静岡県
内の中小企業を対象とします。

当協議会の活動実績 〔2019年8月31日現在〕
◆相談取扱案件 1,076社  ◆再生計画策定支援案件 493社

お問い合わせは

課題解決に向けたアドバイス

再生支援の流れ
窓口相談（第1次対応）

再生計画等策定支援（第2次対応）

支援対象企業

相談は無料！
秘密は厳守！

中小企業の再生経験豊かな専門
家6名が常駐し、いつでもあなた

厳しい経営環境にある
中小企業の皆さまに、専門家集団が
前向きに再生を支援します！ ●●面談や提出資料の分析を通じて経営上の問題点や

具体的な課題を抽出
●課題を踏まえた適切なアドバイスを実施
●必要に応じ、関係支援機関や支援施策を紹介

フォローアップ
●定期的なフォローアップ、必要なアドバイスを実施

事業再生支援
●個別支援チームを結成
し、具体的な再生計画の
策定を支援

●関係金融機関等との調整

債務整理支援
●具体的な弁済計画の策
定を支援

●関係金融機関等との調整
●経営者保証ガイドライン
に基づく保証債務等整理

※1次対応は無料です。2次対応の再生計画策定の際には、第三者機関によ
る資産査定など、必要に応じて費用を負担していただくことがあります。

中小企業再生支援協議会は、中小企業の事業再生に向けた支援
および円滑な債務整理に向けた支援を行う『国の公的機関（経済
産業省委託事業）』として、全国47都道府県に設置されています。
静岡県では、静岡商工会議所が受託・運営しています。

静岡県中小企業再生支援協議会は、このほど平成30年度に
おける地域の中小企業の再生計画策定支援事業が高く評価され、
中小企業再生支援全国本部から感謝状を授与されました。

◇窓口相談（第１次対応）　　　　　相談延べ件数 590件　相談実企業数 40件
◇再生計画策定支援（第２次対応）　支援開始件数 28件　支援完了件数 26件

平成30年度再生支援事業

静岡商工会議所
静岡県商工会連合会
静岡県中小企業団体中央会
（一財）静岡県銀行協会
（一社）静岡県信用金庫協会

㈱日本政策金融公庫 静岡支店　中小企業事業
㈱日本政策金融公庫 静岡支店　国民生活事業
㈱商工組合中央金庫 静岡支店
静岡県信用保証協会
（一社）静岡県商工会議所連合会

（公財）静岡県産業振興財団
静岡県弁護士会
日本公認会計士協会 東海会静岡県会
東海税理士会 静岡県支部連合会
（一社）静岡県中小企業診断士協会

再生支援協議会構成団体 （順不同）



（%）

経営者の年齢別にみた事業承継の準備状況後継者の育成に必要な期間

既に準備をしている

これから準備をする

現時点では
準備をしていない
現在は事業承継を
考えていない

（出典）中小企業基盤整備機構
「事業承継実態調査」

（2011年3月）

（出典）中小企業庁委託
「中小企業における事業承継に関する

アンケート・ヒアリング調査」
（2016年2月 ㈱帝国データバンク）

（再編・加工）

事業承継相談 静岡商工会議所 （静岡市事業承継支援事業）

事業承継を思い立ったら、静岡商工会議所にぜひご相談ください。

〒420-0851 静岡市葵区黒金町20-8
TEL.054-253-5113  FAX.054-254-6713

まずは下記にご相談ください。必要に応じて専門家やコーディネータに取り次ぎます。（支援にかかる費用の10万円相当を本事業が負担。）
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info@
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